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恒平戸市役所も参加しています。

◎今月の表紙

◎人口の動き
■平戸市人口／35,233人（－31）
　男性／16,502人（－17）
　女性／18,731人（－14）
■世帯数　14,372戸（－1）
※（ ）は、前月との比較

平成24年6月1日現在

　６月９日に明の川内町で開
催された「平戸の旬の食材を
学ぶじゃがいも収穫体験と試
食」からの１コマ。泥だらけ
になりながら、大人も子ども
も一緒にじゃがいもの収穫を
楽しみました。収穫体験の後
は試食の時間。平戸の旬の食
材をおいしくいただき、参加
したみなさんは体験をとおし
て食の大切さを学びました。

　木ヶ津千灯篭春まつり実
行委員会の村節雄さんを訪
ねて木ヶ津へ行った日、村
さんは、中部中学校１年生
の課外授業で木ヶ津に秘め
られた歴史的財産を生徒た
ちに分かりやすく伝えてい
ました。約700段の石段を
上る水岳参りにも同行。体
力的に疲れましたが、木ヶ
津の魅力をまた一つ知るこ
とができました。同時に、
自分が住んでいる地域で知
らないことがまだまだある
なぁと感じました。

　７月７日に第10回全国
和牛能力共進会長崎県代表
牛選考会が開催されます。
ここで選抜されるといよい
よ全国大会出場決定です。
平戸市代表牛選考会から始
まり、県北地区代表牛選考
会まで取材してきましたが、
平戸からの選抜頭数の多さ
に、平戸の牛はすごいんだ
と改めて感じています。こ
れから全国大会に向けて頑
張る生産者のみなさんを紹
介していきますので、どう
ぞお楽しみに。
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特集　平戸おもてなしキャラクターが行く！特集　平戸おもてなしキャラクターが行く！
平成23年観光統計の概要をお知らせします平成23年観光統計の概要をお知らせします
日本観光振興協会　観光振興事業功労者表彰日本観光振興協会　観光振興事業功労者表彰
まちのできごとまちのできごと
平戸の牛を日本一に平戸の牛を日本一に
平戸市総合情報センター（仮称）建設基本計画について市長へ答申平戸市総合情報センター（仮称）建設基本計画について市長へ答申
市長のトップ対談シリーズ15市長のトップ対談シリーズ15
平戸オランダ商館風説書平戸オランダ商館風説書
平戸藩の夏めぐり平戸藩の夏めぐり

特集　平戸おもてなしキャラクターが行く！
平成23年観光統計の概要をお知らせします
日本観光振興協会　観光振興事業功労者表彰
まちのできごと
平戸の牛を日本一に
平戸市総合情報センター（仮称）建設基本計画について市長へ答申
市長のトップ対談シリーズ15
平戸オランダ商館風説書
平戸藩の夏めぐり

みんなの図書館みんなの図書館
こちら「市民総合相談室」・カピタン日記こちら「市民総合相談室」・カピタン日記
市民の声＆読者プレゼントコーナー市民の声＆読者プレゼントコーナー
まちのひとびとまちのひとびと
健康・福祉いきいき通信vol．24健康・福祉いきいき通信vol．24
たびら昆虫自然園20周年記念事業・試写会観覧者を募集しますたびら昆虫自然園20周年記念事業・試写会観覧者を募集します
平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ
情報ひろば情報ひろば
人口の動き・編集室からひとこと人口の動き・編集室からひとこと
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健康・福祉いきいき通信vol．24
たびら昆虫自然園20周年記念事業・試写会観覧者を募集します
平戸市からのお知らせ
情報ひろば
人口の動き・編集室からひとこと
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平戸の旬の食材を学ぶ
じゃがいも掘り体験と試食

平戸平戸夏花火花火平戸夏花火
　平戸の夜空を大輪の花火が彩る花火大会が、
次の日程で開催されます。
みなさん、お誘いあわせの上、ぜひご来場ください。

　魚のつかみ獲りやストラックアウト、福引などたくさんの
イベントが行われ、ステージではタレントショーも開催され
るほか、多くの露店も出店します。
お問い合わせ　大島支所産業建設課（☎55‐2511）

　

　大漁祈願・航海安全祈願のため、生月大橋をバックに、迫
力ある花火が夏の夜空を彩ります。盆踊り大会が同日開催さ
れ、多くの露店が立ち並びます。
お問い合わせ　舘浦漁業協同組合（☎53‐1515）

　

　田平権現太鼓の披露やダンスカーニバルのステージイベン
ト後に行われる、シーサイド花火大会では、平戸大橋をバッ
クに花火が打ち上げられます。大迫力の水中花火は必見です。
※一部内容を変更する場合があります。
お問い合わせ　たびら夏祭り実行委員会
　　　　　　　（平戸市商工会内　☎57‐0223）

8
17
（金）

午後６時～午後9時30分

8
15
（水）

午後６時～午後9時

8
12
（日）

午後３時～午後9時30分

　田助ハイヤ節の披露や女性腕相撲大会、夜神楽の奉納、大　田助ハイヤ節の披露や女性腕相撲大会、夜神楽の奉納、大
福引大会などが開催され、ライトアップされた平戸城をバッ福引大会などが開催され、ライトアップされた平戸城をバッ
クに大輪の花火が打ち上がります。平戸ジャンガラフェスクに大輪の花火が打ち上がります。平戸ジャンガラフェス
ティバルも同日開催です。ティバルも同日開催です。

　
　感謝の気持ち、応援メッセージ、お祝いメッセージなど、　感謝の気持ち、応援メッセージ、お祝いメッセージなど、
大切な気持ちを花火に託して伝えてみませんか？大切な気持ちを花火に託して伝えてみませんか？
　※メッセージを読んだ後、花火を打ち上げます。　※メッセージを読んだ後、花火を打ち上げます。
●料　金●料　金　5,000円（４号玉１発）　5,000円（４号玉１発）
●募集人数●募集人数　20人（先着順）　20人（先着順）

　田助ハイヤ節の披露や女性腕相撲大会、夜神楽の奉納、大
福引大会などが開催され、ライトアップされた平戸城をバッ
クに大輪の花火が打ち上がります。平戸ジャンガラフェス
ティバルも同日開催です。

　
　感謝の気持ち、応援メッセージ、お祝いメッセージなど、
大切な気持ちを花火に託して伝えてみませんか？
　※メッセージを読んだ後、花火を打ち上げます。
●料　金　5,000円（４号玉１発）
●募集人数　20人（先着順）
●読み上げ文字数　30字程度
●募集締切日　７月27日（金）
●応募方法　観光課に備え付けの申込用紙に氏名と住所、　
　メッセージなど必要事項を記入の上、料金と併せてお申し
　込みください。

■関係イベント
　８月3日（金）午後6時から、木引田町・宮の町の両商店街通
りで夏祭りが開催されます。
お問い合わせ　観光課観光振興班（☎内線2273）

メモリアル花火を打ち上げませんか

8 4
（土）

午後６時～午後9時30分

花火花火

30003000発
午後８時30分～午後８時30分～
　　午後９時30分　　午後９時30分

花火

3000発
午後８時30分～
　　午後９時30分

花火花火

13001300発
午後８時30分～午後８時30分～
　　　　午後９時　　　　午後９時

花火

1300発
午後８時30分～
　　　　午後９時

花火花火

20002000発
午後８時30分～午後８時30分～
　　午後９時30分　　午後９時30分

花火

2000発
午後８時30分～
　　午後９時30分

平戸港夏まつり
／平戸港交流広場

花火花火

10001000発
午後9時～午後9時～
　　午後9時30分　　午後9時30分

花火

1000発
午後9時～
　　午後9時30分

第26回
大島村夏祭り花火大会
／大根坂漁港埋立地

舘浦漁港花火大会
／舘浦漁港

たびら夏祭り
／田平港一帯
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第
５
代
・
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ナ
イ

　

エ
ン
ロ
ー
デ
と
平
戸
の
女
性
ト
ケ
シ
ョ

　

と
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
。ジ
ャ
カ
ル
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久
追
放
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三
浦
按
針

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
。徳
川
家
康
の

　

外
交
顧
問
と
し
て
、平
戸
で
イ
ギ
リ
ス
、

　

オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
設
置
に
尽
力
。平
戸

　

で
生
涯
を
終
え
た
貿
易
家
。

鄭
成
功

　

平
戸
が
生
ん
だ
中
国
・
台
湾
の
英
雄
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鄭
芝
龍
と
田
川
マ
ツ
の
間
に
生
ま
れ
、

　

幼
少
期
を
平
戸
で
過
ご
す
。オ
ラ
ン
ダ

　

に
占
拠
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れ
て
い
た
台
湾
を
解
放
し
た
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町
全
体
の
雰
囲
気
が
と
て
も
素
敵
で
し

た
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
地
元
の
お
子
さ
ん

が
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
た
り
、
地
元
の

人
が
挨
拶
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
で
、
と
て

も
い
い
時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
（
静
岡
県
）

●

　

と
て
も
暑
い
中
、
じ
ゃ
が
た
ら
娘
さ
ん

た
ち
、
み
な
さ
ん
笑
顔
で
接
し
て
く
れ
ま

し
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
写

真
も
撮
っ
て
い
た
だ
き
、
優
し
く
て
と
て

も
親
切
に
接
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
ま
す
。

（
神
奈
川
県
）

●

　

大
川
市
で
も「
木
工
祭
」に
は「
か
ぐ
や

姫
」が
い
ま
す
。
三
人
娘
さ
ん
は
イ
ン
パ
ク

ト
が
あ
り
楽
し
か
っ
た
で
す
。　
（
福
岡
県
）

●

　

暑
い
中
、
じ
ゃ
が
た
ら
三
人
娘
の
笑
顔

に
救
わ
れ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
景
色
を

見
て
、
心
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。
娘
と
孫

と
平
戸
に
感
謝
で
す
。
ま
た
来
ま
す
。

（
福
岡
県
）

●

　

と
に
か
く「
平
戸
」が
持
つ
独
特
の
佇
ま

い
に
感
動
し
ま
し
た
。
心
身
と
も
に
疲
れ

果
て
て
い
ま
し
た
が
、
少
し…

笑
顔
が
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。Ｐ
Ｓ
・
じ
ゃ
が
た
ら
三
人
娘
の

み
な
さ
ん
の
笑
顔
が
素
敵
で
し
た
！

（
宮
崎
県
）

　　

平
戸
お
も
て
な
し
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
誕

生
は
平
成
22
年
。
全
国
各
地
の
自
治
体
が
、

「
ゆ
る
キ
ャ
ラ（
Ｒ
）」と
い
わ
れ
る
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
採
用
し
、
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
着
ぐ
る
み

を
登
場
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
平
戸
お
も
て

な
し
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
„
生
身
の
人
間
“
が

歴
史
上
の
人
物
に
な
り
き
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
ブ
ー
ム
」が
広

が
る
な
か
、
平
戸
市
で
も「
ゆ
る
キ
ャ
ラ（
Ｒ
）」

の
採
用
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
平

戸
に
関
連
す
る
素
材
が
多
く
„
被
り
物
“
で

誰
だ
か
分
か
ら
な
い「
ゆ
る
キ
ャ
ラ（
Ｒ
）」よ

り
も
„
生
身
の
人
間
“
が
歴
史
上
の
人
物
に

な
り
き
っ
て
お
客
様
を
も
て
な
そ
う
と
、

平
戸
お
も
て
な
し
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
登
場

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
戸
に
縁
の
あ
る
歴
史
上
の
人
物
た
ち

が
、
現
代
に
よ
み
が
え
る
。
平
戸
お
も
て

な
し
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
商
店
街
や
観
光

ス
ポ
ッ
ト
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
出
没
し
、
賑
わ
い
を
創
出
し
な

が
ら
、
お
も
て
な
し
と
と
も
に
広
報
宣
伝

活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
戸
お
も
て
な
し
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
平

戸
を
訪
れ
る
観
光
客
に
商
店
街
を
散
策
し

平戸おもてなしキャラクターが行く！

平
戸
お
も
て
な
し

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
図
鑑

　
「
平
戸
お
も
て
な
し
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
」は
現
在
５
人
。
全
員
が
平
戸

に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
で
す
。

　

市
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や

市
外
で
の
観
光
Ｐ
Ｒ 

で
活
躍
し
て

い
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー「
平
戸
和
蘭
物
語
」に

参
加
し
た
お
客
様
の
声

特集

Who are you？

て
も
ら
お
う
と
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
載
せ
た

「
瓦
版
」を
配
っ
た
り
、
宿
泊
施
設
で
の
出

迎
え
や
見
送
り
を
し
た
り
、
商
店
街
や
観

光
施
設
で
案
内
を
し
た
り
と
、
観
光
客
の

誘
客
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
行
な

わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
っ
た
り
、
記
念
撮
影
に
応
じ

る
こ
と
も
。

　

ま
た
、
東
海
や
関
西
、
福
岡
な
ど
県
外

で
行
わ
れ
る
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ

ン
ト
で
も
、
平
戸
お
も
て
な
し
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
自
身
が
、
自
分
た
ち
の
言
葉
で
平
戸

市
を
紹
介
し
、
平
戸
市
を
知
っ
て
も
ら
お

う
！
遊
び
に
来
て
も
ら
お
う
！
と
宣
伝
し

て
い
ま
す
。

　
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ（
Ｒ
）」と
は
違
う
、
生
身

の
人
間
が
な
り
き
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、

見
た
目
に
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
直
接

会
話
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

平
戸
お
も
て
な
し
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
対
す

る
お
客
様
の
反
応
は
好
感
触
で
す
。

　

昨
年
度
、
商
店
街
と
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

ス
テ
ー
ジ
に
し
て
実
施
し
た
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー「
平
戸
和
蘭
物
語
」に
参
加
し
た
観
光

客
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
感
謝
の
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「平戸和蘭物語」
夏休み企画イベント（スタンプラリー）

実施期間　平成23年７月23日～8月31日

目標参加人数：10,000人
             実績：15,038人

「平戸和蘭物語 第２章」
冬休み企画イベント（スタンプラリー）

実施期間　平成23年12月30日～平成24年2月29日

目標参加人数：5,000人
             実績：7,619人

■昨年度の実績（一部事例）

歴
史
上
の
人
物
が
よ
み
が
え
る

平
戸
お
も
て
な
し
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
平
戸
を
盛
り
上
げ
よ
う
！
」と

あ
ち
こ
ち
で
活
動
し
て
い
ま
す

特集
平戸おもてなしキャラクターが行く！
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左から、コルネリア、三浦按針、鄭成功、フランソア・カロン、ヘステル

今
年
度
の
活
動
テ
ー
マ
は「
結
」

歴
史
と
観
光
と
商
業
を
つ
な
ぐ

努
力
す
る
姿
勢
が
地
域
振
興
の
要

お
も
て
な
し
の
大
切
さ
に
気
づ
い
て ▲平戸おもてなしキャラクター名刺（イメージ）

「いいね！」平戸おもてなしキャラクター
　市内外で活躍している「平戸おもてなしキャラクター」。彼らに関わる人たちに話を聞きました。

　　

平
戸
お
も
て
な
し
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮

し
て
い
る
若
者
は
、
暑
い
夏
も
寒
い
冬
で

あ
っ
て
も
、
少
し
で
も
平
戸
の
魅
力
を
伝

え
、
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
お
う
と
懸
命

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
地
域
で

あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
住
む
私
た
ち
が
、
ま

ず
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を
好
き
に
な
ら

な
け
れ
ば
何
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
度
ま
で
の
夏
と
冬
の
期
間
限
定
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
さ
れ
た
お
客
様
か
ら
は
、

先
に
紹
介
し
た
よ
う
な
喜
び
の
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
お

客
様
と
向
き
合
い
、
丁
寧
な
あ
い
さ
つ
や

説
明
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
戸
市
に

対
す
る
好
印
象
を
抱
い
て
く
れ
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
に
は
、
自
分
た
ち
の
置
か

れ
た
状
況
を
客
観
的
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
外
部
の
視
点
が
必
要
で
あ
り
、
奇
抜
な

く
ら
い
の
ア
イ
デ
ア
で
特
異
性
を
出
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
無
い
も

の
ね
だ
り
」で
は
な
く「
あ
る
も
の
探
し
」

の
感
覚
が
大
切
で
す
。
平
戸
市
は
間
違
い

な
く
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
。
平
戸
お
も
て

な
し
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
自
信
を
持
っ
て
お

客
様
に
地
域
の
宝
を
勧
め
る
よ
う
に
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
、
お
も
て
な
し
の
心
を

持
っ
て
、
地
域
の
宝
を
お
客
様
に
勧
め
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

商
工
物
産
課
商
工
労

　

政
班　

☎
内
線
２
２
７
７

　

平
戸
お
も
て
な
し
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
今

年
度
の
活
動
テ
ー
マ
は「
結
」。

　

昨
年
は
、
９
月
に
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館

が
開
館
し
、
ノ
ー
ル
ト
ワ
イ
ケ
ル
ハ
ウ
ト

市
と
姉
妹
都
市
を
締
結
し
て
オ
ラ
ン
ダ
と

の
つ
な
が
り
を
強
く
感
じ
た
一
年
で
し
た
。

今
年
は
、
日
中
国
交
正
常
化
40
周
年
と
同

時
に
長
崎
県
と
福
建
省
が
友
好
県
省
締
結

30
周
年
の
節
目
の
年
。
平
戸
市
は「
鄭
成

功
」の
ご
縁
に
よ
っ
て
、
平
成
７
年
に
中

国
・
福
建
省
南
安
市
と
友
好
都
市
を
締
結

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
来
年
は
、
平
戸
に

イ
ギ
リ
ス
商
館
が
設
置
さ
れ
て
４
０
０
周

年
の
節
目
を
迎
え
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

諸
外
国
と
の
交
流
の
歴
史
を
活
用
し
つ

つ
、
観
光
客
の
誘
客
と
、
ま
ち
お
こ
し
に

盛
り
上
が
っ
て
い
く
観
光
都
市
・
平
戸
。

そ
こ
に
は
、
必
ず
無
く
て
は
な
ら
な
い
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
平
戸
お
も
て
な
し
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
は
、「
歴
史
・
観
光
・
商
業
」に

リ
ン
ク
し
て「
観
光
客
・
商
店
街
・
宿
泊

施
設
」そ
れ
ぞ
れ
を
結
び
つ
け
る
役
割
を

担
っ
て
い
き
ま
す
。

　

夏
休
み
期
間
に
は
、
平
戸
港
交
流
広
場

を
中
心
と
し
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
商
店
街

一
帯
で
、
大
航
海
時
代
に
平
戸
で
活
躍
し

た
外
国
人（
平
戸
お
も
て
な
し
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
）を
探
す
特
別
企
画
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　今年度の平戸おもてなしキャラクターの名刺には、買い物や飲食に
使えるお得なクーポンが付いています。掲載は無料で、平戸市内の商
店であれば掲載可能です。平戸おもてなしキャラクターの名刺は、観
光客だけでなく、町なかで出会う市民のみなさんにも配られます。彼
らの名刺にお得な情報を載せて、一緒に平戸市を盛り上げませんか？
　平戸おもてなしキャラクターの名刺にお店のクーポンの掲載を希望
する人は、観光商工部商工物産課へお問い合わせください。
■お問い合わせ　商工物産課商工労政班　☎内線2277

お店のクーポン券を載せませんか？

「平戸おもてなしキャラクターは 商店街へ
 お客様を送り込むお手伝い役」

「平戸おもてなしキャラクター
  で平戸を盛り上げていきたい」

「瓦版を手に観光客のみなさんが来店。
  クーポン券の効果は大きいです」

　平成22年度から「ひらどキャ
ラクターまちなか賑わい事業」
で委託を受けています。事業を
展開していく上で、テーマを
「おもてなし」と決め、情報やマ
ナーを一から勉強し直し、観光
客や市民を商店街に送り込もう
とスタンプラリーを実施したり、
商店街の情報やクーポン券を載
せた「瓦版」を作り、キャラクター
が配布するなど、歴史・観光・
商業の３つを結ぶ役割を担って
います。今年も夏と冬には、商
店街と観光スポットを中心とし
たイベントを企画したり、また
インターネットの動画サイトを
使った情報配信も計画していま
す。平戸市民にとって、キャラ
クターをより身近な存在にして
いきたいです。見かけたら、ぜ
ひ声をかけてください。 

　平戸おもてなしキャラクター
が配る「瓦版」にお店のクーポ
ン券を載せませんか？と声を掛
けられ、「全商品50円引」のクー
ポン券を載せました。初めての
ことで反応があるのか不安でし
たが、観光客が瓦版を手にして
食事に来たり、道を尋ねに来た
りして、お店への来客数が増え
ました。瓦版に付いたクーポン
券を使ったお客様には、とても
喜んでいただきました。平戸お
もてなしキャラクターが瓦版を
配ったことで、商店とクーポン
を利用する観光客、どちらにも
メリットが生まれます。また、
平戸おもてなしキャラクターが
商店街を回って観光案内をする
と、観光客にすごく良い印象を
持ってもらえます。彼らは、観
光と商業を結ぶ頼れる存在です。

　数年前の５月の連休に平戸海
道渡海人祭に遊びに来たとき、賑
わいがあって楽しかったことと、
川内峠の絶景に感動して平戸に
すごく興味を持ちました。人と
接する仕事に携わりたくて、平
戸おもてなしキャラクターに応
募しました。「鄭成功」役に扮して
いくうちに、彼がどんな人物か
をもっと知りたくなり、自ら学
ぶようになりました。平戸おも
てなしキャラクターは見た目に
インパクトがあり、自分の言葉
でお客様に説明ができるので、
初対面の人と話しても、すぐに
打ち解けることができます。今
後はもっと詳しい観光案内を行
い、市内外のイベントにもどん
どん参加して、平戸やキャラク
ターを知ってもらい、観光地「平
戸」を盛り上げていきたいです。

サウンド エム ファクトリー 
古川 竜岐さん

サウンド エム ファクトリー
代表   道添 直徳さん

一ふじ食堂
岩永 照子さん

平戸おもてなし
キャラクター
「鄭成功」役

平戸おもてなし
キャラクター
で賑わいを

「瓦版」に
クーポン券を
掲載

む
す
び

心をこめて、おもてなし！
　　　　私たちが「平戸おもてなしキャラクター」です。

特集
平戸おもてなしキャラクターが行く！
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３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

は
、
全
国
的
に
自
粛
ム
ー
ド
が
漂
い
、
イ

ベ
ン
ト
の
中
止
や
延
期
が
相
次
ぎ
ま
し
た

が
、
旅
行
や
消
費
に
よ
る
被
災
地
支
援
の

気
運
が
高
ま
り
、
旅
行
者
数
も
徐
々
に
回

復
し
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
例
外

で
は
な
く
、
災
害
発
生
直
後
は
宿
泊
予
約

の
キ
ャ
ン
セ
ル
や
、
や
む
無
く
イ
ベ
ン
ト

を
中
止
す
る
動
き
も
あ
り
、
宿
泊
客
数
、

主
要
観
光
施
設
の
入
場
者
数
と
も
に
減
少

し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の

開
館
を
全
国
に
対
し
情
報
発
信
す
る
絶
好

の
機
会
と
捉
え
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
、
県
や
観
光
協
会
な
ど
関
係
団
体
と
連

携
し
た
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
訪
問
な
ど
の

誘
客
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
と
銘
打
っ
た
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
全
国
に
向
け
て
情
報

発
信
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
戸
藩
の
四
季
め
ぐ
り
シ
リ
ー

ズ
と
し
て
、
昨
年
取
り
組
ん
だ「
平
戸
藩

の
秋
め
ぐ
り
」に
加
え
、
新
た
に「
平
戸

藩
の
夏
め
ぐ
り
」を
開
催
し
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
と
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
効
果
的
な

情
報
発
信
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
開
館
効
果
、
さ

ら
に
は
、
西
九
州
自
動
車
道
佐
々
イ
ン

タ
ー
の
供
用
開
始
に
よ
る
交
通
ア
ク
セ
ス

の
改
善
効
果
も
あ
り
、
９
月
か
ら
12
月
の

　

平
成
23
年
の
観
光
客
数
は
、
平
戸
市
全

体
で
１
６
５
万
１
千
人
、
平
成
22
年
よ
り

約
３
万
人（
対
前
年
比
△
１
・
８
％
）の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　

内
訳
は
、
日
帰
り
観
光
客
が
１
３
０
万

９
千
人
で
、
前
年
よ
り
約
１
万
７
千
人

（
△
１
・
３
％
）の
減
少
と
な
り
、
宿
泊
客

数
も
22
万
８
千
人
で
、
前
年
よ
り
約
８
千

人（
△
３
・
５
％
）の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
観
光
消
費
額
は
、
94
億
２
０
０

万
円
で
約
２
億
１
０
０
万
円（
△
２
・

１
％
）の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
の
観
光
客
数
は
、
新
た
に
開

催
し
た「
平
戸
藩
の
夏
め
ぐ
り
」や
平
戸

オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
開
館
、「
平
戸
藩
の
秋

め
ぐ
り
」な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る

集
客
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨

年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
や
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
に
よ

る
落
ち
込
み
を
補
う
ま
で
に
は
い
か
ず
、

観
光
客
数
は
前
年
度
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

５
月
29
日
、
本
市
で
開
催
さ
れ
た「
日

本
観
光
振
興
協
会
九
州
支
部
総
会
」で
、

観
光
振
興
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
木
ヶ

津
千
灯
篭
春
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
村
節

雄
実
行
委
員
長
）が
、
観
光
振
興
事
業
功

労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
今
年
で
10
回

目
を
迎
え
た「
木
ヶ
津
千
灯
篭
春
ま
つ
り
」。
受

賞
の
喜
び
と
、
今
後
の
祭
り
に
つ
い
て
、
実

行
委
員
長
の
村
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　　

木
ヶ
津
千
灯
篭
春
ま
つ
り
は
、
ロ
ー
カ

ル
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と

楽
し
む
祭
り
と
し
て
始
め
ま
し
た
。
10
年

に
及
ぶ
活
動
が
認
め
ら
れ
た
の
か
な
ぁ
と

思
い
ま
す
。
受
賞
し
た
こ
と
は
、
地
域
の

み
な
さ
ん
や
、
こ
の
祭
り
に
携
わ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
の
励
み

に
な
り
ま
す
。

　

平
成
13
年
の
秋
に
、
飲
み
会
の
席
で

「
お
寺
の
石
灯
篭
に
火
が
灯
っ
た
と
こ
ろ

平
成
23
年
観
光
統
計
の

　
　
　
　

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

木
ヶ
津
千
灯
篭
春
ま
つ
り
実
行
委
員
会

日
本
観
光
振
興
協
会

観
光
振
興
事
業
功
労
者
表
彰
を
受
賞

■
お
問
い
合
わ
せ　

観
光
課
観
光
振
興
班　

☎
内
線
２
２
７
２

    ▼観光客数の内訳

　 平戸地区　 1,229,464人
　　　　　　（対前年比  ▲1.9％）

　 生月地区　    276,547人
　　　　　　（対前年比  ▲0.8％）

　 田平地区　    134,927人
　　　　　　（対前年比  ▲1.2％）

　 大島地区　      10,613人
　　　　　　（対前年比▲16.8％）

■観光統計の概要

　観光客数　             1,651,551人（対前年比  ▲1.8％）

　日帰り客数　         1,309,200人（対前年比  ▲1.3％）

　宿泊客数　                 228,233人（対前年比 ▲ 3.5％）

　主要施設入館者数　185,731人（対前年比   20.0％）

　外国人宿泊客　              4,124人（対前年比  ▲46.0％）

　観光消費額　        94億200万円（対前年比 ▲ 2.1％）

観
光
客
数
と
観
光
消
費
額

主
な
要
因

宿
泊
客
数
は
、
８
４
，
１
２
１
人
で
前
年

と
比
較
し
て
５
・
２
％
の
増
で
し
た
が
、

前
半
の
落
ち
込
み
を
補
う
ま
で
伸
び
ま
せ

ん
で
し
た
。
主
要
観
光
施
設（
平
戸
オ
ラ

ン
ダ
商
館
を
除
く
）に
お
い
て
も
、
同
時

期
の
入
場
者
は
、
５
２
，
７
３
０
人
で
前

年
と
比
較
し
て
15
・
０
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

外
国
人
観
光
客
対
策
と
し
て
は
、
平
成

22
年
に
発
足
し
た
平
戸
市
・
嬉
野
市
・
武

雄
市
・
雲
仙
市
・
福
岡
市
の
５
市
に
よ
る

「
東
ア
ジ
ア
誘
客
３
県
都
市
連
携
会
議
」で
、

11
月
に
台
北
国
際
旅
行
博
Ｉ
Ｔ
Ｆ
２
０
１

１
に
出
展
す
る
と
と
も
に
、
台
湾
国
内
向

け
の
旅
行
商
品
を
新
た
に
造
成
す
る
な
ど

誘
客
施
策
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
外

国
人
観
光
客
数
は
、
東
日
本
大
震
災
や
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
な
ど

に
よ
り
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
、
65
校
の
修
学

旅
行
が
訪
れ
ま
し
た
。
修
学
旅
行
の
形
態

が
近
年
、
散
策
型
か
ら
体
験
型
に
変
わ
っ

て
き
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
は
全
体
の

70
・
９
％（
44
校
６
，
８
３
１
人
）が
体

験
民
泊
で
占
め
て
い
ま
す
。
体
験
民
泊
は
、

一
般
社
団
法
人
ま
つ
う
ら
党
交
流
公
社
が

窓
口
と
な
り
、
年
々
実
績
を
伸
ば
し
て
い

ま
す
。
本
市
で
は
、
５
つ
の
振
興
会
が
受

け
入
れ
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各

振
興
会
の
会
員
数
増
加
も
あ
り
、
体
験

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
今
後
も
受

け
入
れ
実
績
が
伸
び
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

ま
す
。

を
見
た
こ
と
が
な
い
。
桜
の
咲
く
時
期
に

石
灯
籠
に
火
を
灯
し
て
、
夜
桜
を
見
な
が

ら
飲
ん
で
み
よ
う
か
」と
い
う
話
に
な
っ

た
の
が
、
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
で
す
。

で
も
、
お
寺
の
歴
史
や
、
大
き
な
墓
石
が

誰
の
お
墓
な
の
か
、
誰
も
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

そ
こ
で
、
同
年
の
冬
に
木
ヶ
津
町
の
住

民
有
志
で
集
ま
り
、
郷
土
史
家
の
吉
島
孝

夫
先
生
に
依
頼
し
て
勉
強
会
を
開
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
が
住
む
木
ヶ
津
町

に
秘
め
ら
れ
た
歴
史
的
財
産
の
価
値
の
素

晴
ら
し
さ
に
気
づ
い
た
の
で
す
。

　

石
灯
篭
に
火
を
灯
し
て
祭
り
を
や
り
た

い
。
勉
強
会
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ

て
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
祭

り
を
行
う
に
は
、
区
長
さ
ん
や
老
人
会
、

青
年
団
、
婦
人
会
な
ど
の
協
力
無
く
し
て

で
き
ま
せ
ん
。
実
行
委
員
会
で
地
域
の
み

な
さ
ん
を
集
め
て
話
し
合
い
を
し
ま
し
た

が
、
話
し
合
い
の
場
は
30
分
も
持
た
ず
に

み
ん
な
帰
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
人
た
ち
に
反
対
さ
れ
た
け
れ
ど
、

「
み
ん
な
で
や
ろ
う
」と
い
う
思
い
が
強
く
、

実
行
委
員
会
で
ゼ
ロ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　　

一
番
苦
労
し
た
こ
と
は
、
第
１
回
の
祭

り
の
開
催
で
す
。
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
て
、
自
分
た
ち
の
手
で
ゼ
ロ
か
ら
始
め

た
こ
と
は
最
も
大
変
な
こ
と
で
し
た
。
第

１
回
は
、
石
灯
篭
や
手
作
り
の
ぼ
ん
ぼ
り

に
火
を
灯
し
た
ほ
か
、
１
０
０
円
シ
ョ
ッ

プ
で
購
入
し
た
ペ
ン
ラ
イ
ト
に
茶
封
筒
を

被
せ
て
灯
り
を
演
出
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
か
ら
は
、
地
域
の
団
体
も
加
わ

り
、
団
体
ご
と
に
役
割
を
決
め
て
祭
り
の

準
備
を
し
て
い
ま
す
。
老
人
会
は
、
お
寺

の
草
取
り
、
青
年
団
は
竹
灯
篭
に
使
う
竹

取
り
、
子
ど
も
会
は
地
域
の
そ
う
じ
、
婦

人
会
は
祭
り
当
日
の
炊
き
出
し
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
で
で
き
る
こ
と
を
割
り
当
て

て
い
ま
す
。
祭
り
を
続
け
て
良
か
っ
た
こ

と
は
、「
木
ヶ
津
千
灯
篭
春
ま
つ
り
」が

「
結
」と
な
っ
た
こ
と
。
祭
り
を
通
し
て
、

共
通
話
題
が
で
き
、
地
域
の
人
た
ち
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
な
り
ま
し
た
。

　

祭
り
の
後
に
は
、
自
主
的
に
先
進
地
の

視
察
も
し
ま
し
た
。
視
察
研
修
は
、
木
ヶ

津
で
の
灯
り
の
演
出
や
地
域
づ
く
り
に
大

い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
祭
り

を
通
じ
て
、
他
の
地
区
と
の
交
流
も
で
き

ま
す
。

　　

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、

後
継
者
を
ど
う
育
て
る
か
が
今
後
の
課
題

で
す
。
10
回
を
迎
え
た
の
で
、
代
表
を
次

に
引
き
継
ぐ
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

木
ヶ
津
と
い
う
小
さ
な
地
域
に
、
歴
史

上
の
人
物
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

は
、
財
産
そ
の
も
の
。
地
元
を
は
じ
め
と

し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
、
後
世
に
歴
史
文
化
を
残
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
祭
り
は
遊
び
心
が
無
け
れ
ば

楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が
楽
し
ん

で
、
地
域
に
い
る
人
た
ち
が「
こ
こ
に
住

ん
で
良
か
っ
た
」と
、
ふ
る
さ
と
を
誇
り

に
思
え
る
、
約
２
０
０
年
昔
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
当
時
の
雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ
る
風

流
な
祭
り
に
し
た
い
で
す
ね
。

「
石
灯
籠
に
火
を
灯
し
て
夜
桜
を

見
な
が
ら
飲
ん
で
み
よ
う
か
」

こ
れ
ま
で
の
祭
り
を
振
り
返
っ
て

木
ヶ
津
千
灯
篭
春
ま
つ
り
の
今
後

受
賞
で
き
た
こ
と
は
、
祭
り
に

携
わ
っ
た
み
な
さ
ん
の
お
か
げ

木ヶ津千灯篭まつり実行委員会
実行委員長　村 節雄さん

お 

た 

だ  

ゆ
い



受け継がれる伝統芸能
「南風の風に乗って」

　５月26日、北部公民館で「田
助ハイヤ節を伝える会」（田助ハ
イヤ節保存会主催・土肥テイ会
長）が開催され、約300人が参
加しました。
　この公演は、県指定無形民俗
文化財である「田助ハイヤ節」
を後世に伝えようと、今回初め
て開催され、保存会の新人紹介
のほか、会員による田助ハイヤ
節や平戸節などが披露されまし
た。また、最後には、田助ハイ
ヤ節の総踊りがあり、軽快な太
鼓のリズムと三味線の音色に合
わせて、会場内のみなさんは、
一緒に踊ったり、手拍子を打っ
たりと楽しいひとときを満喫し
ました。

みんなで考えてみませんか「放射線と健康」

　５月19日、平戸文化センターで、第5回平
戸と長崎大学で育てる地域医療講演会（長崎大
学病院へき地病院再生支援・教育機構、平戸市
民病院、生月病院主催）が開催されました。主
催者の調漸さんと、日本赤十字社長崎原爆病院
長の朝永万佐男さんが講演。調さんは「長崎大
学の社会貢献」と題し、東日本大震災での対応
と核兵器廃絶研究センターの創設について紹介。
朝永さんは「放射線の人体影響」と題し、放射線
の基礎知識や長崎原爆、福島での放射線の影響
などについて講演しました。
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　６月９日、県庁で、長崎県・平戸市・松浦市・
佐世保市・壱岐市と九州電力株式会社の６者に
よる「原子力防災に係る長崎県民の安全確保に
関する協定書」の締結式を行いました。この協
定書は、玄海原子力発電所の安全確保について、
地域防災の観点から市民の安全・安心を確保す
るための防災協定として位置づけられます。
　この協定を結んだことで、玄海原子力発電所
での非常時や異常時に、九州電力株式会社から
直接、市が速やかに情報を得ることとなるため、
市民の安全確保に役立ちます。

原子力安全協定を締結しました

　６月７日、鮎川町古田漁港で、南部中学校の
生徒31人が参加し、「イカ柴体験」（県北地区漁
業士会主催）が行われました。まず、指導漁業
士の山川富士夫さんからイカ柴の大切さなどに
ついて説明を受け、実際に自分たちでロープを
使ってイカ柴を作り、沖合いで重りをつけたイ
カ柴を海底に沈めるまでの一連の作業を体験し
ました。また、最後には以前設置していた柴の
枝に、たくさんのイカの卵が産み付けられてい
るのを見て、生徒たちは、驚きながらも興味深々
の様子でした。

イカ柴体験でイカの産卵を手助け

　６月９日、明の川内町で「平戸の旬の食材を
学ぶじゃがいも収穫体験と試食」（平戸食育ワー
クショップチーム主催・谷川克城会長）が開催
され、家族連れなど26人が参加しました。
　収穫体験では、生産者の山口順子さんが無農
薬で作ったじゃがいも（メークイン）がたくさ
ん収穫され、子どもたちも大喜びでした。
　また、収穫後には採れたてホクホクのふかし
芋をおいしくいただき、参加したみなさんは、
この収穫体験を通して改めて食の大切さを実感
していました。

畑で自然を満喫！

オランダ商館に400年前の調べが響く

　５月26日、平戸オランダ商館で「時をかける
音楽会」（平戸オランダ商館主催）が開催され、
家喜美子さんがチェンバロを演奏しました。家
喜さんは、長年オランダでチェンバロ演奏家と
して活躍し、現在は活動拠点を日本に移してい
ます。演奏された曲は、オランダ商館が平戸に
あった時代のオランダの作曲家でオルガニスト
のスウェーリンクの曲やヨハン・セバスティア
ン・バッハの次男の曲など。会場には400年前
の西洋音楽が響き、繊細で柔らかいチェンバロ
の音色が聴衆を魅了しました。

　６月13日、中野中学校相撲場で、「市中学校
総合体育大会相撲競技」が行われ、団体戦に市
内の中学校５校が、個人戦に17人が参加。選
手たちは優勝を目指して、日ごろの練習の成果
を発揮し試合に挑みました。次々と繰り広げら
れる白熱した試合に、会場に駆けつけたみなさ
んから熱い声援が送られていました。　
【団体の部】優　勝　中野中学校
　　　　　準優勝　中部中学校
【個人の部】優　勝　松園　大成（中部中学校）
　　　　　準優勝　川口孝二郎（中野中学校）

優勝目指してはっけよい！！

しらべ   すすむ

とも　　なが　　   ま　        さ　      お

いえ　　 き　      よし        こ



　５月27日、崎方公園内の按針塚で「第18回
按針忌」（国際交流HIRAの会主催・井上隆会長）
が開催されました。ウィリアム・アダムス（三
浦按針・1564 ～ 1620）は、江戸時代に徳川家
康の外交顧問として仕え、平戸オランダ商館設
置に尽力し、平戸で生涯を閉じた人物です。式
典では、オランダ船が漂着し、按針も飲んだと
される大分県臼杵市のわき水での献茶や、サイ
モン・フィッシャー英国総領事による花輪の献
花が行われたほか、参列した人たちが墓前にバ
ラの花を献花して追悼しました。

三浦按針が遺した功績を称える「按針忌」

　６月２日、上中津良公会堂で「第10回中津良
川ホタルまつり」（中津良川ほたる保存会主催・
坂野博司会長）が開催されました。会場では、
中津良保育所の園児たちによる和太鼓演奏や詩
吟の披露、二胡の演奏、コーラスなどの披露。
ほかにも中津良地区で取れた新鮮な野菜や「ほ
たる米」など地場産品の直売、婦人会によるバ
ザー、昆虫写真家の栗林慧さんが撮影したホタ
ルの写真展示などが行われ、ホタルが見え始め
るまでの夕暮れ時を、ホタル鑑賞に訪れた人や
地元のみなさんが楽しみました。

「ほ～たる来い♪」中津良川にホタルが舞う

千光寺で「茶」と「禅」の世界に触れる

　５月25日、千光寺（木引町）で「『呈茶』と平
戸菓子物産展」が開催されました。禅と茶の伝
来地である千光寺・冨春庵では、県茶業協会に
よる献茶式と県内産新茶の飲み比べ、武家茶道
鎮信流と表千家による呈茶などが振る舞われま
した。ほかに座禅体験やウェルカムガイドの案
内による冨春園見学会、平戸南蛮カステラ試食
会や復元菓子、平戸銘菓などの販売も行われま
した。本堂で行われた座禅体験には約50人が
参加。参加者は住職の説明を受けて足を組み、
心を落ち着かせて座禅に取り組んでいました。
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　５月25日から27日までの３日間、津吉町ふ
れあい通りで、「第58回津吉茶市」(津吉青年商
工会主催・岡田俊一会長)が開催されました。
通り沿いには、新茶や海産物をはじめ、約80の
露店が出店。同会が地元の食材を使い、だしに
こだわって作った新登場の「あごだしうどん」や
ふわふわの「豆乳ドーナツ」も大人気でした。　
　また、ミュージックフェスタやカラオケ大会、
お楽しみ抽選会などさまざまなイベントも日替
わりで行われ、会場一帯は夜遅くまで多くの買
い物客や家族連れなどでにぎわいました。

津吉の初夏の風物詩　今年もにぎやかに

るまで
地元の地元の

さあ！みんなで

会場に足を運んで

地元の代表に熱い

声援を送ろう！！

大会大会
マスコットマスコット
かさべこくんかさべこくん

大会
マスコット
かさべこくん

　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
は
、
全
国
の
優
秀
な

和
牛
を
５
年
に
１
度
、
一
堂
に
集
め
て
優
劣
を

競
う
大
会
で
、
各
都
道
府
県
か
ら
選
抜
さ
れ
た

４
８
４
頭
が
出
品
さ
れ
ま
す
。
審
査
結
果
が
和

牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
か

ら
、
各
都
道
府
県
の
威
信
を
か
け
た
重
要
な
大

会
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
４
区
か
ら
第
７
区
で
平
戸
市
か
ら
県
北

地
域
代
表
に
決
定
し
た
出
品
牛
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
第
４
区【
系
統
雌
牛
群
】

○
第
４
区【
系
統
雌
牛
群
】

　

▼
系
統
：
ま
さ
く
ら
系
統

　
　

黒
瀨　

重
次
さ
ん　

は
る
し
げ
号

　
　

岩
﨑　

金
生
さ
ん　

と
み
や
す
号

　
　

田
口　

増
巳
さ
ん　

り
ぼ
ん
号

　

▼
系
統
：
ま
第
２
よ
し
系
統

　
　

神
田　

忠
典
さ
ん　

ひ
ろ
み
号

　
　

池
田　
　

強
さ
ん　

や
よ
い
号

　
　

平
山　

道
雄
さ
ん　

ゆ
り
ふ
く
号

　
　

松
永　
　

章
さ
ん　

ふ
く
し
げ
号

○
第
５
区【
繁
殖
雌
牛
群
】

○
第
５
区【
繁
殖
雌
牛
群
】

　
　

美
野
田
助
作
さ
ん　

は
る
き
号

　
　

松
山　

定
夫
さ
ん　

く
に
こ
の
１
号

○
第
７
区【
総
合
評
価
群
】

○
第
７
区【
総
合
評
価
群
】

　
　

大
橋
幸
之
助
さ
ん　

す
ず
め
号

　
　

松
口　

修
治
さ
ん　

ひ
ら
か
つ
号

　
　

神
田
憲
次
郎
さ
ん　

ゆ
か
号

　
　

石
井　

一
彦
さ
ん　

と
よ
ゆ
き
５
号

平
戸
の
牛
を

平
戸
の
牛
を
日
本
一

日
本
一
に

10
月
25
日
か
ら
29
日
に
か
け
て
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
で
開
催
さ
れ
る

第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
向
け
、
日
本
一
を
目
指
し
て
挑

戦
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
と
は

▲小川  正興さん「ふくゆり号」
　日本一になれるよう、みんなで
　 力を合わせて頑張ります。

▲村井  强さん「やすみ号」
　まずは、県大会に向けて頑張り

　ます。

▲山﨑  敏夫さん「さつき号」
　今まで以上に努力して、日本一

　を目指します。

▲前川  昇一さん「はつみ号」
　全国大会目指してこれからも頑

　張ります。

【
県
代
表
牛
選
考
会
開
催
】

○
と　

き　

７
月
７
日
（
土
）

　

午
前
８
時
〜

○
と
こ
ろ　

平
戸
口
中
央
家
畜
市
場

　

平
戸
市
か
ら
18
頭
の
代
表
牛
が
出
品
さ

れ
ま
す
。

　

平
戸
牛
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
日

本
一
を
目
指
し
、
生
産
者
一
丸
と
な
っ
て

頑
張
り
ま
す
。

【
全
共
１
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
in
平
戸
】

　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
開
催
１
０
０
日

前
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
平
戸
和

牛
が
当
た
る
抽
選
会
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

○
と　

き　

７
月
７
日
（
土
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

平
戸
瀬
戸
市
場

○
イ
ベ
ン
ト

　

平
戸
和
牛
販
売
コ
ー
ナ
ー

　

炭
火
焼
コ
ー
ナ
ー

　

平
戸
和
牛
飲
食
屋
台
村

　

長
崎
和
牛
試
食
会
な
ど

 【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

農
林
課
畜
産
班
（
☎
内
線
２
２
５
６
）

５月 30 日に行われた県北地域代表牛

選考会での代表牛壮行式の様子

▲山﨑  敏夫さん「ももえ号」
　今まで以上に努力して、日本一

　を目指します。

第２区【若雌の１】

第３区【若雌の２】

県北地域代表牛選考会において、第２区・第３区の代表に決
定した出品牛の生産者に、これからの意気込みを聞きました。

※写真はイメージです
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「つどう」

 

子どもから高齢者、
障がいのある人
全ての世代が集う場
人づくり、地域づくり 

 
 

生涯にわたる学習、就労支援 
興味を深める仕組み

 
 

 出会いの場、表現の場
個人や団体の交流促進

  

 

「まなぶ」 「つなぐ」

「まなび」「つどい」「つなぎ」「ひらく」
すべての市民のための図書館・公民館

図書館
公民館

協働
定期利用団体、一般利用者、
自治公民館、老人会、
婦人会、育成会、
体育振興会など

協働
ボランティア、図書館、
博物館、学校、
保健センターなど

「ひらく」

▼市民一人ひとりの世界を「ひらく」
　「本との出会い」、「人との出会い」、市民一人
　ひとりの生涯に渡る「学び、考える」ことを通して

▼地域を「ひらく」
　地域の課題を「知り、考える」ことを通して

▼平戸市の明日を「ひらく」
　平戸市の「過去」を尋ね、「現在」を知り、「明日」
　を考えることを通して

平戸市総合情報センター（仮称）の
図書館・公民館の機能イメージ

▲▲建設基本計画策定委員とアドバイザーが市長室を訪問。代表して才津原委員長が黒田市長に計画書を手渡しました。建設基本計画策定委員とアドバイザーが市長室を訪問。代表して才津原委員長が黒田市長に計画書を手渡しました。▲建設基本計画策定委員とアドバイザーが市長室を訪問。代表して才津原委員長が黒田市長に計画書を手渡しました。

建設基本計画策定委員会
才津原 哲弘　委員長

　

図
書
館
と
公
民
館
か
ら
な
る
平
戸
市
総

合
情
報
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）は
、
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
ま
た
、
障
が
い
の
あ
る

人
も
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
遠
い
人
で
も
、
市

民
の
誰
も
が
利
用
で
き
る
図
書
館
・
公
民

館
で
す
。
特
に
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現

在
の
利
用
は
、
市
民
の
約
６
％
し
か
あ
り

　

市
で
は
、
平
戸
市
離
島
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
の
老
朽
化
に
伴
い
、
図
書
館
と
公
民

館
の
機
能
を
一
体
化
し
た
施
設「
平
戸
市

総
合
情
報
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」の
建
設
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
利
用
し
や
す
く
、
学
習･

研
究

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
資
料･

情
報
の
充
実
な

ど
市
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
機
能
を
有

し
た
施
設
と
す
る
た
め
、
諮
問
を
受
け
た

市
議
会
議
員
、
市
民
代
表
、
学
識
経
験
者

な
ど
15
人
か
ら
構
成
す
る
建
設
基
本
計
画

策
定
委
員
会
は
、
９
回
に
わ
た
る
策
定
委

員
会
を
開
催
し
、
熱
心
な
討
議
の
も
と
、

慎
重
に
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
に
、
才
津
原
哲
弘
委
員
長
を

は
じ
め
策
定
委
員
の
み
な
さ
ん
が
来
庁
し

「
平
戸
市
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）建

設
基
本
計
画
書
」に
つ
い
て
市
長
に
答
申

し
ま
し
た
。

　

黒
田
市
長
は「
こ
の
計
画
書
を
基
に
描

く
べ
き
平
戸
市
像
が
策
定
委
員
会
と
同
じ

方
向
で
達
成
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

ま
せ
ん
。
忙
し
い
日
々
の
中
で
、
本
な
ど

読
む
時
間
も
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
、
図

書
館
が
遠
く
て
利
用
で
き
な
か
っ
た
人
、

か
つ
て
は
図
書
館
を
利
用
し
て
い
て
も
新

し
い
本
や
目
的
の
本
が
少
な
い
た
め
利
用

を
や
め
た
人
た
ち
が
、
子
ど
も
た
ち
や
お

年
寄
り
と
共
に
新
し
い
図
書
館
の
利
用
者

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
答
申
で
は
、『
暮
ら
し
の
中

に
図
書
館
を
』を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

「
①
市
民
の
毎
日
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
図

書
館
②
市
民
が
ふ
れ
あ
い
、
新
た
な
文
化

を
育
む
図
書
館
③
市
の
情
報
の
泉
、
市
の

新
し
い
時
代
を
つ
く
る
図
書
館
」を
目
指

し
て
い
ま
す
。
原
発
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
環
境
問

題
を
は
じ
め
、
私
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し

市
民
の
誇
り
と
な
る
施
設
を
目
指
し
て

建
設
に
向
け
て
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
教
え
て
く
だ
さ
い

建
設
基
本
計
画
書
に
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

市
民
に
親
し
ま
れ
活
用
さ
れ

続
け
る
施
設
と
な
る
た
め
に

人
が
集
い 

心
を
育
て
る
図
書
館
・
公
民
館
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

平
戸
市
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

　
　
　
　
　

建
設
基
本
計
画
に
つ
い
て
市
長
へ
答
申

　
①
図
書
館
・
公
民
館
の
基
本
的
機
能

　

図
書
館
と
公
民
館
の
複
合
施
設
で
あ
る

こ
と
が
、
よ
り
自
然
な
形
で
、
公
民
館
を

利
用
す
る
人
と
本
が
出
会
う
機
会
を
創
出

し
、
図
書
館
を
利
用
す
る
人
が
本
や
人
の

出
会
い
を
通
し
て
、
公
民
館
活
動
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
な
ど
、
生
涯
学
習
活
動

の
好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
が
大
い
に
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

図
書
館
・
公
民
館
は「
つ
ど
う
」「
ま
な

ぶ
」「
つ
な
ぐ
」場
で
あ
り
、
協
働
す
る
こ

と
で「
ひ
ら
く
」場
と
な
り
ま
す
。

　

※

13
ペ
ー
ジ
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
参
照

②
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
到
達
指
標

　

図
書
館
は
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

規
模
や
質
が
拡
大･

深
化
し
、
さ
ら
に
次

の
段
階
へ
と
発
展
し
て
い
く
も
の
で
す
。

将
来
の
成
長
発
展
の
道
筋
を
想
定
し
て
お

く
こ
と
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

計
画
書
で
は
現
在
、
一
人
あ
た
り
の
年

間
貸
出
冊
数
１
・
５
冊
を
開
館
時
に
10
冊
、

５
年
後
に
は
12
冊
、
10
年
後
に
は
15
冊
を

目
標
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
図
書

館
で
は
、
開
架（
利
用
者
が
直
接
に
書
架

か
ら
資
料
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る

本
）冊
数
を
11
万
４
，
０
０
０
冊
、
閉
架

（
利
用
者
が
読
み
た
い
図
書
を
請
求
し
て

書
架
か
ら
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
本
）

冊
数
９
万
冊
の
蔵
書
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

③
規
模
計
画

　

計
画
書
で
は
建
設
予
定
地
に
つ
い
て
は
、

市
保
有
地
の
活
用
に
よ
る
事
業
費
の
縮
減

を
考
慮
し
、
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
横
の
敷
地
を
選
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
面
積
に
つ
い
て
は
１
階
図
書
館

部
分
を
１
，
７
８
０
㎡
、
２
階
公
民
館
部

分
を
６
７
０
㎡
、
共
用
部
分
を
３
１
０
㎡
、

合
計
２
，
７
６
０
㎡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
答
申
さ
れ
た
内
容
を
現
在
の
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、
充
分
に
精
査
し
、
必

要
な
部
分
は
修
正
を
加
え
な
が
ら
事
業
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
調

整
の
後
に
、
６
月
議
会
で
可
決
さ
れ
た
平

戸
市
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）設
計

者
選
定
審
査
委
員
会
条
例
に
基
づ
き
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
設
計
者
を
選
定
し
ま

す
。
基
本
設
計
、
実
施
設
計
を
約
１
年
か

け
て
作
り
上
げ
、
平
成
25
・
26
年
度
に
工

事
を
行
い
、
平
成
27
年
度
夏
の
開
館
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

◎
答
申
さ
れ
た
計
画
書
は
、
生
涯
学
習
課
、

　

各
公
民
館
、
各
分
室
で
見
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。
ま
た
、
平
戸
市
役
所
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
生
涯
学

　

習
推
進
班　

☎
内
線
２
６
２
３

 ５月27日、北部公民館大ホールで「平戸市総合情報センター
（仮称）～計画を語るシンポジウム～」（平戸市の図書館・公民館
を支える会主催・針尾郁子代表）が行われました。講演の前に、
担当課である生涯学習課から建設事業の概要について説明。第１
部は、建設基本計画策定委員長の才津原哲弘さんと長崎大学名誉
教授の猪山勝利さんが図書館・公民館の在り方について講演しま
した。第２部は、平戸市すべての人がサービスを受ける図書館・
公民館として必要な機能や方向性などについて討議されました。

市民が主体となって総合情報センター（仮称）について考える

は
、
社
会
の
在
り
よ
う
と
深
く
関
わ
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
が
住
む
地
域
で
、
市
民

の
誰
も
が
、
本
当
に
豊
か
な
暮
ら
し
を
実

現
し
て
い
く
に
は
、
生
涯
に
渡
っ
て
の
学

び
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
求
め
る
資
料
や
情
報
を
草
の
根

分
け
て
も
探
し
だ
し
、
必
ず
提
供
す
る
図

書
館
と
、
そ
の
学
び
を
深
め
、
活
動
の
場

を
提
供
す
る
公
民
館
と
が
一
緒
に
あ
る
こ

と
が
市
民
に
と
っ
て
よ
り
役
立
つ
セ
ン

タ
ー
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
市

民
と
共
に
育
ち
、
市
民
が
育
て
る
図
書

館
・
公
民
館
を
目
指
す
市
民
の
参
画
が
必

要
で
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
の
居
場
所
が

あ
る
、
市
民
の
誇
り
と
な
る
セ
ン
タ
ー
の

誕
生
を
私
は
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

さ
い  

つ  

は
ら
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対
談

黒田　成彦黒田　成彦

い
敬
意
を
表
し
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
鄭
成

功
生
家
再
現
事
業
の
進
み
具
合
は
い
か
が

で
す
か
？

黒
田
市
長　

再
現
デ
ザ
イ
ン
の
絞
込
み
に

腐
心
し
ま
し
た
が
、
広
く
公
募
を
行
な
い
、

一
定
の
文
献
に
裏
付
け
ら
れ
た
作
品
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
今
後
、
県
の
学
術
会
議
な

ど
専
門
家
の
ご
助
言
を
頂
き
な
が
ら
、
今

年
は
実
施
設
計
に
着
手
し
ま
し
て
、
来
年

早
い
段
階
で
完
成
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

李
総
領
事　

そ
れ
は
楽
し
み
で
す
ね
。
鄭

成
功
が
日
本
の
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
は
中

国
で
は
有
名
で
す
が
、
長
崎
県
の
平
戸
の

出
身
だ
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
そ
う
し

た
意
味
で
も
意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

黒
田
市
長　

今
年
は
日
中
国
交
正
常
化
40

周
年
で
あ
り
、
長
崎
県
と
福
建
省
の
友
好

締
結
30
周
年
の
節
目
と
し
て
重
要
な
一
年

に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
県
と
し
て
も
い

ろ
い
ろ
な
事
業
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の

中
に
お
互
い
の
博
物
館
交
流
や「
館
長
サ

ミ
ッ
ト
」な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

平
戸
市
と
し
ま
し
て
も
財
団
法
人
松
浦
史

料
博
物
館
を
中
心
に
お
役
に
立
て
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

李
総
領
事　

私
も
松
浦
史
料
博
物
館
を
訪

問
し
た
際
、「
鄭
氏
糸
印
」を
観
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
変
珍
し
く
貴
重

平
戸
市
長（
黒
田
成
彦
）　

李
総
領
事
に
は

着
任
以
来
、
連
続
し
て
７
月
14
日
の
鄭
成

功
生
誕
祭
に
ご
出
席
く
だ
さ
り
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
祭
典
に
は
ご
出

席
い
た
だ
け
ま
す
か
？

駐
長
崎
中
国
総
領
事
館
総
領
事（
李
文
亮
）

　

残
念
な
が
ら
、
公
務
の
た
め
帰
国
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
回
は
欠
席
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
毎
年
、

地
元
の
人
た
ち
に
よ
る
心
の
こ
も
っ
た
祭

典
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
深

な
も
の
で
す
。
当
時
の
中
国
は
生
糸
の
生

産
と
貿
易
が
主
流
で
も
あ
り
、
そ
の
取
引

の
際
に
必
要
な
証
明
書
の
代
わ
り
を
し
た

の
が
こ
の
糸
印
で
す
か
ら
、
長
崎
の
対
外

交
流
史
に
お
い
て
も
第
一
級
品
の
史
料
だ

と
思
い
ま
す
よ
。

黒
田
市
長　

そ
う
で
す
ね
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
鄭
成
功
の
父
親
で
貿
易
商
の
鄭
芝
龍

が
平
戸
市
川
内
の
居
宅
に
供
え
た「
鄭
氏

香
炉
」も
あ
り
ま
す
し
、
江
戸
時
代
後
期

の
史
料
と
し
て
、
長
崎
市
の
唐
人
屋
敷
内

の
生
活
風
俗
な
ど
が
詳
細
に
描
か
れ
た

「
在
長
崎
日
清
貿
易
絵
巻
」も
松
浦
史
料
博

物
館
に
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
な
み
に
こ
れ
は

県
指
定
有
形
文
化
財
で
す
。

李
総
領
事　

そ
れ
は
す
ご
い
で
す
ね
。
県

内
の
人
た
ち
も
あ
ま
り
ご
存
知
で
は
な
い

の
で
は
な
い
で
す
か
？

黒
田
市
長　

私
た
ち
の
宣
伝
努
力
が
足
り

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん（
笑
）。
そ

れ
か
ら
鄭
成
功
に
つ
い
て
も
、
彼
の
幼
少

の
頃
の
名
前
は「
福
松
」で
す
が
、
こ
れ

は
福
建
省
の「
福
」と
母
親
の
田
川
マ
ツ

の「
松
」を
そ
れ
ぞ
れ
と
っ
て
命
名
し
た

と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

李
総
領
事　

あ
あ
、
そ
れ
は
案
外
そ
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
中
国
の
各
都
市
で
は
、

鄭
成
功
を
知
ら
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
し
、

両
国
民
が
こ
の
歴
史
的
偉
人
を
共
通
の
財

産
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
大
事
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

黒
田
市
長　

ま
さ
に
そ
の
通
り
で
す
ね
。

実
は
鄭
成
功
の
居
宅
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た

媽
祖
像
は
現
在
、
居
宅
跡
の
す
ぐ
近
く
に

あ
る
観
音
堂
に
祭
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
長

崎
市
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て

い
る「
長
崎
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
信
仰
の
対
象
は
、
海
の
守
り
神
で
あ
る

「
媽
祖
」な
の
で
、
本
来
な
ら
ば
平
戸
に
あ

る
こ
の
媽
祖
像
こ
そ
が
、
も
っ
と
注
目
に

値
す
る
史
料
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

李
総
領
事　

そ
れ
は
ま
た
驚
き
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
、
今
年
２
月
に
復
活
し
た
上
海

航
路
は
、
現
在
改
装
中
で
７
月
に
就
航
再

開
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
上
海
航
路

の
船
内
に
、
そ
の
貴
重
な
媽
祖
像
が
展
示

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
航
路
そ

の
も
の
が
生
き
て
き
ま
す
ね
。
何
し
ろ
海

の
守
り
神
で
す
か
ら
。
い
や
〜
こ
れ
は
我

な
が
ら
い
い
ア
イ
デ
ア
で
す
ね（
笑
）。

黒
田
市
長　

本
当
で
す
ね
。
そ
れ
が
実
現

し
た
ら
、
ま
さ
に
歴
史
が
よ
み
が
え
る
よ

う
な
感
動
を
覚
え
ま
す
ね
。

李
総
領
事　

平
戸
市
は
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ

商
館
が
完
成
し
た
こ
と
を
契
機
に
い
ろ
い

ろ
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
観
光
客
も
増
加

し
て
い
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
が
、
実

は
ま
だ
私
は
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
見
学

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
近
い
う
ち
に
お

邪
魔
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

黒
田
市
長　

オ
ラ
ン
ダ
が
日
本
と
貿
易
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
当
時
の
中
国
の

貿
易
商
に
よ
る
先
導
が
あ
っ
た
か
ら
で
す

よ
ね
。

李
総
領
事　

そ
う
で
す
。
先
日
、
外
務
省

の
方
と
お
話
し
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
が
、
中
国
と
長
崎
県
が
こ
れ
ほ
ど
交
流

の
層
が
厚
い
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
さ
せ

ら
れ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。「
研
究
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
興
味
深
い
歴
史
事
実
が
明

ら
か
に
な
り
ま
す
」と
。
例
え
ば「
倭
寇
」

に
つ
い
て
も
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ

と
が
多
く
研
究
す
べ
き
事
案
だ
と
思
い
ま

す
。
古
代
か
ら
対
馬
、
壱
岐
、
五
島
な
ど

の
離
島
と
平
戸
を
玄
関
口
と
し
て
交
流
実

績
が
あ
り
ま
す
の
で
、
面
白
い
展
開
が
期

待
で
き
ま
す
。
お
そ
ら
く
当
時
の
九
州
北

西
部
中
心
都
市
は
平
戸
市
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
ね
。
少
な
く
と
も
長
崎
市
内
に
は

お
城
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
戸
に
は「
平

戸
城
」が
あ
り
ま
す
。
そ
の
事
実
だ
け
で

も
貿
易
の
目
的
や
メ
リ
ッ
ト
が
証
明
さ
れ

る
わ
け
で
す
か
ら
。

市長のトップ対談シリーズ15
日中友好新時代の幕開け！　～鄭成功生家再現事業と上海航路が両国を結ぶ絆に～

黒
田
市
長　

当
時
の
航
海
技
術
に
加
え
て
、

海
上
航
行
す
る
上
で
重
要
な
の
は
海
流
と

陸
地
の
目
印
で
あ
り
、
平
戸
島
南
端
の

志
々
伎
山
は
そ
の
山
頂
部
が
奇
岩
で
形
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
目
標
拠
点
だ
っ
た

と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

李
総
領
事　

そ
う
し
た
埋
も
れ
た
歴
史
も

あ
ぶ
り
だ
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
特
に

最
近
で
は
、
平
戸
市
と
長
崎
市
と
の
交
通

ア
ク
セ
ス
も
随
分
と
よ
く
な
り
ま
し
た
か

ら
、
共
同
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
ら
い

か
が
で
す
か
？

黒
田
市
長　

は
い
。
西
九
州
自
動
車
道
の

佐
々
イ
ン
タ
ー
開
通
に
よ
っ
て
長
崎
市
と

平
戸
市
は
２
時
間
程
度
で
結
ば
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
よ
り
結
び
つ
き
が

強
く
な
り
ま
し
た
。

李
総
領
事　

西
九
州
自
動
車
道
も
福
岡
方

面
か
ら
の
整
備
も
着
実
に
進
ん
で
い
る
と

お
聞
き
し
て
い
ま
す
し
、
そ
う
な
れ
ば
、

松
浦
市
で
発
掘
さ
れ
た
蒙
古
襲
来
の
海
底

史
跡
も
ま
す
ま
す
注
目
を
浴
び
る
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
ね
。

黒
田
市
長　

そ
う
で
す
ね
。
近
隣
の
自
治

体
と
も
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
平
戸
が
大

陸
と
の
交
易
に
お
い
て
最
初
の
玄
関
口

だ
っ
た
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
中
友
好
新
時
代
の
幕
開
け
！

〜
鄭
成
功
生
家
再
現
事
業
と

                　
　
　

  

上
海
航
路
が
両
国
を
結
ぶ
絆
に
〜 李  文亮

駐長崎中華人民共和国
総領事館 総領事

黒田　成彦

市長のトップ
対談シリーズ
15

平戸市長平戸市長平戸市長

「
倭
寇
」の
歴
史
研
究
に
も
期
待

大
陸
へ
の
窓
口
・
平
戸
と
連
携
強
化

鄭
成
功
の
幼
名「
福
松
」は
友
好
の
証

「
媽
祖
像
」の
活
用
に
も
大
き
な
期
待

恒
例
の「
鄭
成
功
ま
つ
り
」に
感
動

生
家
再
現
事
業
に
も
大
き
な
期
待

今回のお相手・李  文亮さん

　1954年８月、中国東北部の大連に生まれる。生後７日で
母を亡くし、父の実家の山東省の農村に預けられたとのこと。
　1974年に大連外国語大学日本語学部卒業後、中国外交部
（日本では外務省に当たる）に入り、中国外交部、中国駐日本
大使館、駐札幌総領事館に勤務。2010年６月から、駐長崎
中国総領事館の８代目総領事を務めます。

▼

昨年の「鄭成功生誕祭」にて。左から頼清徳台南市長、李文
亮駐長崎中国総領事、黒田市長。「鄭成功」がつなぐ強い絆を
確かめ合いました。

り    

ぶ
ん  

り
ょ
う

り            ぶん    りょう
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～アダムスの死去～

■お問い合わせ
　文化遺産課文化遺産班（☎内線2635）

平戸オランダ商館風説書

　今年も5月27日にオランダやイギリスの平戸商館設置に尽力した、三浦按針こと英
国人ウィリアム･アダムスをしのんで「按針忌」が行われました。
　ご承知のようにウィリアム･アダムスは1600年オランダ船リーフデ号で日本に漂着し

徳川家康に重用され、江戸時代はじめの対外政策に重要な役割を果たした人物であり、1620年に平
戸で死去しています。
　アダムスの死去の状況は、平戸イギリス商館長リチャード・コックスが本国に宛てた報告書の一文
から確認することができます。

　この記録から、アダムスが死去した日や財産分与などが確認できます。また、死因については、ア
ダムスの遺言状や同僚の手紙などから病気による死であったことが分かっています。
　さて、イギリス商館長日記には次の一文も記録されています。

　これにより、平戸にもアダムスの家族がいたこと
がわかりますが、残念ながら、平戸の妻子に関する
記録はこの部分だけで、詳しいことは判明していま
せん。

　※当時のイギリスはユリウス暦を使用しており、現在の　

　　暦とは異なり10日間早いので5月26日となります。

　我々よりもずっと以前から長く日本にいた我々の良い友人のキャプテ

ン・ウィリアムアダムスが去る5月16日（※）にこの世を去り、しかもウィ

リアム･イートン君と私自身（平戸英国商館長リチャード･コックス）とを

彼の遺産管理人として、彼の財産の半分をイギリスにいる彼の妻と子供に、

また、他の半分を彼が日本でもうけたひとりの息子とひとりの娘とに与え

た。【日本関係海外史料イギリス商館長日記訳文編付録】

　キャプテン･アダムスの平戸で生まれた子どもが母親に連れられて私の

ところに来たので、彼女に小粒銀20匁を与え、かつ、もし彼女がその子

をイギリス国民の保護に委ねるつもりなら、これを学校に上げる費用を支

払う旨を彼女に申し出た。

（1621年2月20日）

イベント情報 ※８月は第1週に開催されるイベント

鄭成功まつり いいらの町歩き
＆海洋クルーズ

たびら昆虫自然園
20周年記念事業

平戸港夏まつり

第２回  
春日の棚田ウォーク

平戸ジャンガラ
フェスティバル

平戸海響
クルージング

コックスフェスタ・
王国祭

舘浦競漕船大会
　古来からある和船を使い、選手８人によ
りチームを編成する競漕船大会。和船に
乗ってみたい人は、体験乗船会で乗ること
ができます。また、小学生以下を対象とし
た魚つかみ取り大会も行われます。

　平戸港を出航し、国の重要文化的景観に
選定された飯良町を目指します。文化財に
選ばれた町なみ散策のほか、高速船で海か
ら島々を観察します。

　日本、中国、台湾の英雄「鄭成功」の遺徳
をしのび、顕彰することを目的に、鄭成功
の故郷である川内町の生家跡で「鄭成功生
誕祭」を開催します。
●前夜祭
　７月13日（金）午後6時30分～
　平戸脇川ホテル（会費制・要予約）
●生誕祭
　７月14日（土）午前10時～
　鄭成功居宅跡地（川内町）
　  （社）平戸観光協会　☎0950-23-8600

●28日（土）のイベント
　こども昆虫教室、写真展・昆虫展
●29日（日）のイベント
　記念式典・記念講演会、写真展・昆虫展
　申込方法など、詳しくは27ページに掲載
　  たびら昆虫自然園　☎0950-57-3348

●定　員　先着50人
●参加費　大人5,000円／小中高生4,000円
　※弁当、保険料込み
　お申し込みは、市役所文化遺産課へ
　  文化遺産課　☎0950-22-4111

●定　員　先着50人
●参加費　大人3,000円／小中高生2,000円
　※弁当、お土産新米２kg、保険料込み
　お申し込みは、市役所文化遺産課へ
　  文化遺産課　☎0950-22-4111

●と　き　午後６時30分～午後９時30分
●ところ　木引田町商店街・みやんちょ商店街
　※歩行者天国を行います。駐車場は市役
　　所駐車場をご利用ください。　  
　  観光課　☎0950-22-4111

●コース
　8/4　 Dayクルーズ 午前9時45分出航
　8/4　 Sunsetクルーズ 午後５時30分出航
●参加費　中学生以上1,500円／小学生1,000円
　お申し込みは、平戸観光交流センターへ
　  平戸観光交流センター　☎0950-22-3060問

問問

問

問
問

問

問

問  

●開会式　午前９時～
●競技開始　午前９時30分～
●会　場　生月町宮の下広場・港内一円
　  舘浦競漕船大会実行委員会（生月支所産 
　  業建設課）　☎0950-53-2111

　露店が並び、ジャンガラなどの伝統芸能
披露やミニイベントなどが数多く行われま
す。祭りのフィナーレは、平戸の夜空に約
3,000発の大輪の花火が打ち上がります。

　市内のジャンガラ保存会３団体による平
戸のジャンガラ（国指定重要無形民俗文化
財）が披露されます。特別ゲストとして、
五島市の「チャンココ」も出演します。

　平戸港を出港し、平戸島北部と生月島周辺
を約２時間クルーズ船で遊覧します。平戸観
光ウェルカムガイドが乗船して案内します。

　開園20周年を記念して、生物生態写真家
の栗林慧氏による講演をはじめ、写真教室、
昆虫工作、昆虫採集教室などを行います。

　世界遺産登録を目指す「長崎の教会群と
キリスト教関連遺産」の候補地の一つであ
る春日町。広大で絶景の棚田を講師の説明
を聞きながら歩きます。

　「木引田町商店街通り」と「みやんちょ通
り」一帯で、夕方から歩行者天国を行い、
ダンス披露や、金魚すくい、ヨーヨー釣り
など数多くのイベントが行われます。

●と　き　午後４時～午後９時30分
●ところ　平戸港交流広場
●イベント　歌仙イラストコンテスト、夜
　神楽奉納、女性腕相撲大会、大福引大会、
　打ち上げ花火　
　  観光課　☎0950-22-4111

●と　き　午後４時～午後５時
●ところ　平戸港交流広場　
●出演団体　平戸地区ジャンガラ保存会、宝亀地区
　ジャンガラ保存会、津吉地区ジャンガラ保存会
　  文化遺産課　☎0950-22-4111



田平町中央公民館図書室 ☎57‐0207

大島村公民館図書室 ☎55‐2985

南部公民館図書室 ☎27‐0047

生月支所図書室 ☎53‐2111

～図書館からのお知らせ～ 平戸・永田記念図書館開館時間：午前10時～午後6時（金曜日午前10時～午後7時）

このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

国際交流員
レムコ－・フロライク

▲市民総合相談室は、市民課
生活環境班の隣にあります。

■図書館ホームページ

URL http://www.hirado-libraries.jp/
インターネットを使って図書館の情報を見ることができます。

永

■おはなし会／７日　・21日　・28日　　　
　　　　　　　午後2時～　市ふれあいセンター児童室
■映画会／ 14日　 午後２時～　市ふれあいセンター児童室
　　　　　　・雷と悪者　・安珍清姫

永

生

　戦争や災害が起こった地域に飛び込
んでいく戦場カメラマン。兵士や戦地
で暮らす人々の姿など、つらく悲しい
現実にもシャッターを切り続け、一番
大切なことは「生きて帰ること」。優し
く真摯な語り口で人気の渡部氏が、世
界の今を伝えます。

　今にも動き出しそうな、本物そっ
くりのおりがみの虫たち。ダンゴムシ、
アカトンボ、カブトムシ…。兵庫県
伊丹市の昆虫館で人気の「折り紙アー
ト講座」から厳選された虫たちの、本
格的でわかりやすい折り図が14点。
虫の写真、解説も満載です。

　海に突き出した、細長い岬にある、
ちょっとふしぎな食堂「みさき食堂」。
わけあって食べたいものが食べられ
ない人が、ときどきやってきて…。「あ
なたがたべたかったあの料理、つく
ります」。心がやわらかくなる物語です。

『ぼくは戦場カメラマン』
著／渡部陽一
出版社／角川書店

編／伊丹市昆虫館
出版社／創元社

『本物みたいな虫の
　　　　おりがみ図鑑』

作／香坂　直
絵／北沢平祐
出版社／講談社

　妻の死によって、孤独を抱えた主
人公は彼女の想いを知るため、記憶
をめぐる旅にでる。富山から長崎ま
で1,200キロ、薄香地区でもロケが行
われた映画は８月に公開予定。公開
前に読む映画のノベライズ本、おす
すめです。

『あなたへ』
著／森沢明夫
出版社／幻冬舎

　乙武さんと、武田さんが１年以上
にわたって語りあった話題の本。なぜ、
前向きに生きられるの？夢がかなう
の？失恋、障害、病気、トラブルさ
えも前向きにとらえてしまう２人。
最大のキーワードは「だからこそでき
ること」。人生が明るく変わるヒント
いっぱいの１冊です。

『だからこそできること』

　誰でも知ってる昔ばなしを道しる
べに、全国ゆかりの地を訪ね歩いた
著者が、日本発見の書を書きました。
山中深い木曽路の浦島太郎、静岡の
かぐや姫は富士山に帰ったなど、そ
の土地でしかあじわえない昔ばなし
読んでみませんか？

『不思議がいっぱい！
　　日本昔ばなしの旅』
著／島尾　真
出版社／実業之日本社

著／乙武洋匡、武田双雲
出版社／主婦の友社

■おはなし会／毎週土曜日　午後２時～
■図書館モニターツアー／７日　　午前９時～
　伊万里市民図書館：図書館☆まつり視察

■平戸食材を使ったスペイン料理教室／ 21日　午後２時～
　北部公民館調理室
■工作教室／ 30日　　午後２時～　北部公民館大ホール

平戸図書館 ☎22‐4017

●７月の主なもよおし●

永田記念図書館 ☎28‐0128

土土 土

土

●７月の主なもよおし●

◎休館日／３日　、10日　、17日　、24日　、29日　、
　　　　　31日

日火 火

土

火

火 火 ◎休館日／３日　、10日　、17日　、24日　、29日　、
　　　　　31日

日火 火

火

火 火

南

平

大平

田

田

平 永 南 生 田
大

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月支所図書室　　：田平町中央公民館図書室
　　：大島村公民館図書室　

『みさき食堂へようこそ』

広報ひらど 平成24年7月号 20Hirado City Public Relations,2012.721

平戸図書館にて廃棄雑誌をお譲りします

ほし

土

月

■オランダは文句大国？

　2012年6月19日。天気は雨、強い北風です。先月からヨーロッパサッカー選手権大会が開催されてい

ましたが、オランダは３戦３敗で終わりました。オランダのニュースで文句を言った人がたくさん出まし

た。それを見て、昨年の調査を思い出しました。オランダの典型的な文化の調査で、オランダ人が自分の

国のイメージを聞かれた。チューリップ、風車やチーズはもちろん上位に入りましたが、10位は「文句を

言う文化」でした。みなさん、オランダに対して、そういうイメージありますか？ 

　オランダでは理想的な目的を目指して、論理的に改善点を考えていく人が多いと思います。理想的な形

にならないとオランダ人はすぐには納得しませんので、どんどん提案や文句を言いがちです。オランダ人

は議論するのも大好きです。友だちや家族と一緒に、政治、経済や社会について熱く議

論するのが普通です。その議論の中では不満点もたくさん出てきます。オランダ人は

意見をはっきり言いますので、文句のような表現が多いように感じるかもしれませ

ん。

　しかし、私はいろいろな国に住む経験でイメージが変わりました。オラ

ンダ人は他の国より文句を言っているということはないと思うようにな

りました。外国に行くと自分の国のことも知るようになりますね。

■
市
民
総
合
相
談
室
っ
て
、
ど
ん
な
と

　

こ
ろ
で
す
か
？

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
消
費
生
活
相

談
・
市
民
相
談
・
行
政
相
談
の
窓
口
が

一
つ
に
な
り
、
市
民
総
合
相
談
室
と
な

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
が
日
ご
ろ
抱
え
る
問
題
や
疑
問
・

苦
情
や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
員
は
市
民
相
談
員
１
人
・
消
費
生

活
相
談
員
２
人
の
合
計
３
人
で
相
談
業

務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談

は
電
話
相
談
、
来
所
相
談
な
ど
の
方
法

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
者
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た
め
、
相
談
室
も

完
備
し
て
お
り
、
来
所
相
談
は
個
室
で

行
な
っ
て
い
ま
す
。

■
市
民
相
談
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
相

　

談
で
き
ま
す
か
？

　

市
民
相
談
で
は
、
日
ご
ろ
抱
え
る
悩

み
や
、
苦
情
・
問
い
合
わ
せ
な
ど
に
つ

い
て
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
の
例
と
し
て
、
個
人
間
の
金
銭

問
題
・
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
・
土
地
や
登
記

問
題
・
生
活
相
談
・
婚
姻
や
離
婚
の
問

題
・
人
権
問
題
・
心
配
事
相
談
・
行
政

相
談
・
親
族
間
の
問
題
な
ど
。

　

市
民
相
談
窓
口
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
の
相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
内
容

に
よ
っ
て
解
決
の
た
め
の
助
言
を
行
な

い
ま
す
。
ま
た
、
専
門
機
関
の
介
入
が

必
要
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応

じ
て
、
他
の
機
関
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
消
費
生
活
相
談
で
は
、
ど
ん
な
こ
と

　

を
相
談
で
き
ま
す
か
？

　

消
費
生
活
相
談
で
は
、
消
費
者
と
事

業
者
間
の
ト
ラ
ブ
ル
や
消
費
生
活
全
般

に
関
す
る
苦
情
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

相
談
の
例
と
し
て
、
多
重
債
務
問

題
・
契
約
問
題
・
商
品
ト
ラ
ブ
ル
・
強

引
な
勧
誘
・
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の

ト
ラ
ブ
ル
・
架
空
請
求
・
不
審
な
電

話
・
訪
問
販
売
や
通
信
販
売
で
の
ト
ラ

ブ
ル
・
身
に
覚
え
の
な
い
商
品
の
送
り

つ
け
・
振
込
め
詐
欺
な
ど
。

　

消
費
生
活
相
談
窓
口
で
は
問
題
や
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
解
決
へ
向
け
て
の
助

言
や
、
事
業
者
と
の
話
し
合
い
な
ど
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
消
費
生
活

相
談
で
は
２
カ
月
に
１
度
各
支
所
を
巡

回
す
る
巡
回
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら「
市
民
総
合
相
談
室
」

　カピタンの日記とは・・・

「400年前には平戸オランダ商館のカピタン

が日記を書きましたので、それを再現し、

カピタンから見た平戸やオランダの文化の

違いや説明をこのコーナーで提供します。」

▼消費生活相談・市民相談・行政相談についてのお問い合わせ・ご相談　市民課市民総合相談室（☎内線2530）

市
民
総
合
相
談
室
の
コ
ラ
ム
を
お
届
け
し
ま
す



☆まちの話題！Photoコーナー

　５月30日、森酒造場
（新町）で「酒蔵コンサー
ト」が開催されました。尺
八とギターと歌のハーモ
ニーが蔵の中で響き、聴
衆を魅了しました。

みなさんの投稿した写真やみなさんの情報で撮った話題を紹介！

▼

ほろ酔い気分で音を楽しむ 奉納相撲で「はっけよい！」

　６月５日、生月町相撲
場で、白山・住吉神社奉
納相撲が開催されました。
相撲取組のほか、幼稚園
児・保育園児による土俵
入りなども行われました。

▼

みなさんのみなさんの投稿や投稿や情報情報を
お待ちしています！お待ちしています！
みなさんの投稿や情報を
お待ちしています！

　郵便、FAX、E‐Mailで、住 所、氏名（ふりがな）、
年齢、性別、電話番号、ペンネームまたはイニシャル
を記入の上、広報ひらどを読んだ感想や取り上げてほ
しい話題や記事、平戸市への思い、あなたの身近な出
来事などを書いてご応募ください。
　お便りをいただいた人の中から抽選で５名様に上記
商品をプレゼント。応募締切は７月23日（月）当日消
印有効です。当選の発表は、商品の発送をもって代え
させていただきます。

◎あて先
　〒859‐5192　平戸市岩の上町1508番地3
　広報ひらど７月号
　「市民の声＆読者プレゼントコーナー」係　
　 ▼F A X 　22‐5178
　 ▼Eメール　kouhou@city.hirado.lg.jp
※市ホームページからも投稿することができます。
※個人情報の取り扱いについては、「平戸市個人情報
　保護条例」に基づき適正に行います。なお、プレゼ
　ント発送のために個人情報を商品取り扱い事業者に
　提供いたしますのであらかじめご了承ください。

P R E S E N T S
読者プレゼントコーナー

市民のみなさんからの
おたよりお待ちしています。

　

広
報
ひ
ら
ど
６
月
号
の
中
の「
今
月
の

お
す
す
め
本
」に『
鉄
川
与
助
の
教
会
建

築
』が
あ
り「
待
っ
て
ま
し
た
!!
」と
感
動

し
ま
し
た
。
田
平
天
主
堂
が
国
指
定
重
要

文
化
財
に
な
っ
た
時
は
、
長
男
と
２
人
で

夏
休
み
の
課
題
で
田
平
天
主
堂
に
つ
い
て

図
書
館
へ
何
度
も
通
い
調
べ
た
思
い
出
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
本
は
貸
し
出
し
禁
止

だ
っ
た
の
で
何
日
も
通
い
ま
し
た
。
子
ど

も
と
２
人
で
、
図
書
館
で
過
ご
し
た
日
々
、

本
の
香
り
や
感
触
は
未
だ
に
覚
え
て
い
ま

す
。
図
書
館
は
良
い
本
と
人
の
思
い
出
の

場
所
で
も
あ
り
ま
す
。『
鉄
川
与
助
の
教

会
建
築
』借
り
に
い
き
ま
す
。

（
外
海
か
ら
の
移
民　

45
歳
女
性
）

●

　

平
戸
市
生
月
に
来
て
、
早
１
年
。
人
に

も
水
に
も
慣
れ
、
食
物
に
も
慣
れ
、
体
は

今
、
時
間
の
流
れ
に
合
う
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
一
方
、
東
京
の
生
活
の
記
憶

も
一
つ
ず
つ
消
え
去
り
、
純
粋
な「
長
崎

の
人
」に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
心
の
健

康
を
取
り
戻
し
た
感
じ
で
、
と
て
も
心
地

よ
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

（
筆
吐
露
ペ
ト
ロ　

63
歳
男
性
）

●

　

６
月
号
の
広
報
ひ
ら
ど
に
載
っ
て
い
た

「
海
産
物
の
わ
た
な
べ
」さ
ん
の「
焼
あ
ご
」

を
福
岡
の
実
家
へ
お
土
産
と
し
て
持
っ
て

行
っ
た
と
こ
ろ
、
大
絶
賛
で
し
た
。
両
親

曰
く「
こ
こ
の
焼
あ
ご
は
、
今
ま
で
食
べ

た
中
で
一
番
お
い
し
い
!!
」と
の
こ
と
で

し
た
。
次
回
、
帰
省
す
る
時
は「
手
延
べ
飛

魚
う
ど
ん
」も
買
っ
て
帰
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

（
は
な
つ
ぶ　

39
歳
女
性
）

●

　

テ
レ
ビ
で
、
火
野
正
平
さ
ん
が
サ
イ
ク

リ
ン
グ
を
し
て
い
る
番
組
を
見
て
思
っ
た

の
で
す
が
、
平
戸
は
景
色
が
綺
麗
だ
か
ら
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
造
っ
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
平
戸
の
良
い
所
を
た
く
さ

ん
見
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
ラ
ム
ネ　

55
歳
女
性
）

●

　

母
が
長
崎
県
出
身
で
、
小
さ
い
頃
か
ら

「
あ
ご
だ
し
」で
育
ち
ま
し
た
。
だ
し
を
と

り
終
わ
っ
た「
あ
ご
」も
む
い
て
食
べ
ま
す
。

塩
あ
ご
は
、
酒
の
つ
ま
み
に
と
っ
て
も
喜

ば
れ
ま
す
。

（
ほ
の
ほ
の　

20
代
女
性
）

●

　

オ
ラ
ン
ダ
商
館
に
飾
っ
て
あ
っ
た
、
オ

ラ
ン
ダ
人
の
写
真
。
平
戸
市
出
身
の
祖
父

そ
っ
く
り
。
家
族
み
ん
な
、
び
っ
く
り
で

す
。
先
祖
は
オ
ラ
ン
ダ
人
!?

（
塩
豆
大
福　

25
歳
女
性
）

●

　
「
平
戸
は
日
本
の
公
園
っ
て
本
当
だ
！
」

私
た
ち
家
族
は
、
４
月
に
東
京
か
ら
平
戸

へ
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
平
戸
に
来
て
、

ぜ
い
た
く
だ
な
あ
と
思
う
瞬
間
は
公
園
に

行
っ
た
時
で
す
。
崎
方
公
園
、
田
平
公
園
、

平
戸
公
園
な
ど
、
い
た
る
所
に
公
園
が
あ

り
、
広
く
て
綺
麗
で
お
ま
け
に
空
い
て
い

る
点
が
、
何
と
も
ぜ
い
た
く
で
す
。
２
歳

に
な
る
娘
は
元
気
に
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。

週
末
は
、
お
弁
当
を
持
っ
て
公
園
に
行
く

の
が
我
が
家
の
ひ
そ
か
な
楽
し
み
で
す
。

（
カ
エ
ル　

42
歳
男
性
）

●

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
、
各
地
域
で
健
診
を

受
け
て
い
ま
す
。
あ
る
所
の
健
診
で
は
、

タ
オ
ル
な
ど
何
も
準
備
し
て
行
か
な
く
て

も
よ
い
、
別
の
所
で
は
、
い
ろ
い
ろ
準
備

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
戸
惑
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
対
応
も
そ
う
で
す
。
平
戸
は

子
育
て
に
力
を
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
気
持
ち
良
く
利
用
で
き
る
環
境
に

し
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

（
ま
ろ
ろ
ん　

29
歳
女
性
）

●

　

平
戸
は
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
り
子
育
て

に
は
い
い
環
境
で
す
。
も
う
少
し
便
利
に

な
れ
ば
、
子
育
て
し
や
す
く
、
住
み
た
い

な
と
思
う
人
も
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

（
Ａ
Ｎ　

28
歳
女
性
）

●

　

約
２
カ
月
前
に
子
猫
が
産
ま
れ
ま
し
た
。

あ
ま
り
の
可
愛
さ
に
育
て
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
人
間
な
ら
ば
未
熟
児
だ
っ
た
の
か
、

体
が
生
ま
れ
つ
き
小
さ
い
気
が
し
ま
す
。

家
族
み
ん
な
で
か
わ
い
が
っ
て
い
ま
す
。

子
猫
ち
ゃ
ん
、
癒
や
し
を
あ
り
が
と
う
。

（
子
猫　

39
歳
・
女
性
）

●

※

こ
の
ほ
か
、
７
通
の
お
便
り
が
あ
り
ま

　

し
た
。　

このコーナーは、広報ひらどの読者のみなさん
からの声を伝えるページです。
広報ひらどへの感想、平戸市への思い、
身近な出来事など、
たくさんの声をお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民の声
Ci t i z e n ’ｓ　Vo i c e s
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今回の応募総数は、17通でした。

※プレゼントは、事業所などから提供をいただいています。

▲６月６日「中津良川ほたる鑑賞会」での一コマ▲６月６日「中津良川ほたる鑑賞会」での一コマ▲６月６日「中津良川ほたる鑑賞会」での一コマ

平戸瀬戸市場２階レストラン
「2,000円分お食事券」（夜の部のみ有効）を
5名様にプレゼント！
　平戸瀬戸を望む「平戸瀬戸市場」２階レストランでは、
７月と８月の期間限定（予定）で、７月２日（月）午後６
時から夜の部も営業を始めます。夜の部は、平戸城に
夕日が沈む魅惑のロケーションで、平戸産の新鮮な食
材を使ったお料理を楽しむことができます。夜の部の
メニューは、ウチワエビのチリソース、海藻サラダ、
平戸白身魚のカルパッチョ、刺身盛り、タコの唐揚げ、
あご出しうどん、鯛茶漬けなど。昼の部とは異なる内
容で、一品料理を中心に提供します。暮れゆく平戸瀬
戸の景色を眺めながら、平戸の「うまいもん」に舌鼓を
打ちませんか。夜の部の営業時間は、午後６時から午
後９時まで（ラストオーダーは午後８時30分）です。
　
◎プレゼント品についてのお問い合わせ
　平戸瀬戸市場
　〒859-4825　平戸市田平町山内免345-15
　TEL　0950-21-1977　FAX　0950-57-3828

ふ
で    

と       

ろ

※写真はイメージです※写真はイメージです※写真はイメージです

夜の部、始めます。夜の部、始めます。
7月2日7月2日 6:00pm Start 6:00pm Start
夜の部、始めます。
7月2日 6:00pm Start



宛先：kouhou@city.hirado.lg.jp
件名：広報ひらど8月ハッピーバースデー

誕生日を迎えるお子さんの
○氏名（ふりがな）
○生年月日
○投稿者氏名
○住所・電話番号
○おめでとうメッセージ
○お子さんの写真
（できるだけ高画質で）

▲こちらのＱＲコード
からも投稿できます。

投稿締切は
７月15日

8月
生まれ
募集中

お誕生日おめでとうございます！
　にっこり笑顔の写真をありがとう
ございます。掲載できる数を超える
投稿がありましたが、お誕生日は年
に１度のお祝い！ということで、写
真とお名前、年齢を紹介します。
　　　　　　　　　　　編集室より

■■活動ＤＡＴＡ■■

校　　長：岡村　真由美

顧　　問：加々良　弦

　　　　　森口　里香

部　　長：森　雄貴

部 員 数：16人

■■活動ＤＡＴＡ■■

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？
募集しています

「平戸高校サッカー部・女子チーム」「チームワークを大切に。最後まで諦めない！」

「地域に愛される吹奏楽部でありたい」

 「地元の子どもたちを育てるのは、地元の高校の役割で

ある」との思いから、平戸高校サッカー部に女子チームが

誕生しました。生徒数が減少し、新たな部活動を発足さ

せることが困難な中、長崎がんばらんば国体での活躍が

期待される選手が入学。話し合いを重ね、校長以下、先

生たちをはじめ、全校生徒の承認を得てチームとしての

活動が認められました。

　６月の高総体で初出場を果たした私

たちは、初戦で九州でも強豪の鎮西学

院と対戦。結果は13－0でしたが、7

－0で折り返し後半25分まで追加点無

しで試合を進めることができました。

全員が最後まで諦めずにプレーできた

ので、いい試合だったと思います。応

援してくれたみなさんに感謝の気持ち

でいっぱいです。目指すは、打倒！鎮

西学院。今日も練習に励みます。

広報ひらど 平成24年7月号 24Hirado City Public Relations,2012.725

vol.2

「平戸高校吹奏楽部」
　吹奏楽部には、小中学校での吹奏楽の経験者がおらず、

全員が高校入学時から始めた初心者です。楽器の指導は、

上級生が下級生に代々教えています。放課後と休日の限

られた時間の中で、部員全員、心を一つにして丁寧に基

礎練習から始めます。現在、７月24日と25日に行われ

る県吹奏楽コンクールに向けて練習中です。また、７月

16日には、紐差町のふれあいセンターで「平戸高校吹奏

楽部サマーコンサート」を開催します。このほか、中南部

地区での行事にも参加して、私たちの演奏を楽しんでも

らっています。日々の練習を重ねて大勢の人の前で演奏

をすることで、部員た

ちに自信がつきました。

演奏という経験を通じ

て、吹奏楽だけでなく、

学業や日常生活に対す

る向上心にもつながっ

ています。▲携帯電話（スマートフォン）
からの投稿イメージ

Happy BirthdayHappy BirthdayHappy Birthday

Happy BirthdayHappy BirthdayHappy Birthday

カメラ、携帯電話・スマートフォンで撮影したお子さんの
写真を、広報ひらどに投稿しませんか？

投稿方法　写真、お子さんの氏名、生年月日、投稿者氏名、住所、電話番号、お
　　　　　めでとうメッセージを添えて、郵便またはＥメールでお送りください。
あて先　〒859-5192　広報ひらどHappy Birthdayコーナー
　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp

発行月に誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します。
おめでとうメッセージ付きの掲載は先着３人まで。発行月前の15日
までにお送りください。

※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

校　　長：岡村　真由美

顧　　問：堀口　雅彦

　　　　　佐々木　亮

　　　　　西村　奈美子

キャプテン：大石あかり

部 員 数：13人

投稿募集！

野口　楓夏ちゃん 中島 樹希弥くん 松永　徠くん
岩の上町

１歳の誕生日おめでとう！
これからもすくすく育ってね。

from 　智史さん・　里美さん

田平町 宝亀町

の  ぐち　   ふう   か なかしま   じゅ  き    や まつなが　 　 らい
４歳 ２歳１歳

松永　恋海ちゃん
まつなが　 　  こ　う

３歳藤田　裕成くん
ふじ   た　　　ゆうせい

５歳

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して

欲しい、など掲載を希望する団体は下記までご連絡ください。

母父

まだまだ甘えん坊の徠♪ちょっと
ずつお兄ちゃんになっていこうね☆

from 　愛美さん母

家族想いのヤンチャなお兄ちゃん！
強く、たくましい子に育ってね！

from 　龍子さん母

広報ひらど

投稿写真は　①画像サイズは150KB～ 2MB（できるだけ高画質で）
②手ブレ・ピンボケに注意　③顔がはっきり分かるように撮影を　
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『あなたへ』8月25日（土）全国東宝系ロードショー
©「あなたへ」製作委員会

健康・福祉いきいき通信

健康・福祉

いきいき通信
家族でレッツゴー！
　子育てひろばや児童館では、親子で遊べる場所を開放して季節の行事や講座など
を企画しています。また、７月と８月には、地域の人とのふれあいの場として施設
を開放し、みんなで楽しめる行事も企画しています。ぜひ自分にあった場所を見つ
けて、利用してみませんか。

■お問い合わせ　福祉課子育て支援班　☎内線2573

　開所している日時で好きな時間に、直接利用したい子育てひろばや児童
館にお越しください。午後も利用する人は、昼食をお持ちください。

▲「平戸市子育て応援ガイド
ブック“おひさま”」を４月に発
行しています。ママの目線で、
子育てに必要な情報をまとめた
１冊です。ぜひご活用ください。

▲

利用したいときは、どうしたらいいの？

みんなで楽しみながら
暑い夏を乗り切ろう！

外で遊ばせると
熱中症が心配

いろんな人と
話がしたい

電気代を
節約したい

子どもと一緒に
遊びたい

家の中で遊ぶのは
物足りない

・・・という人に、おすすめの場所があります。家族で出かけてみてはいかがでしょう。

※施設には、常時スタッフが従事していますので、子育てについての悩み
　なども相談できます。また、各保育所・幼稚園でも園庭開放を行なって
　います。詳細については、各保育施設に直接お電話ください。

よちよちクラブあいちゃん広場

　多くの子どもが利用します。持ち物には名前を記入しましょう。子どもの
オムツやミルクなど必要なものは各自で準備しましょう。また、子どもの体
調が悪い時は、利用を控えましょう。

▲

利用する時の注意点は？

■ところ
　愛の園保育所内（鏡川町361）
　吉沢ビル ※金曜のみ
■開放している曜日・時間
　月曜日～金曜日
　午前10時～午後３時
■対象年齢
　２カ月～６歳（就学前）
■利用料
　無料（実費あり）
◎地域の人との交流会
　7/9（月）、7/23（月）、8/20（月）、
　8/27（月）の午前中
◎行事　七夕づくり、保育所夏祭
　り   7/21（土）、プール遊び、アー
　トムジカ公演   8/23（木）
☎22-2244（愛の園保育所）

トコトコ
■ところ
　田平町福祉保健センター（田
　平町里免90）
■開放している曜日・時間
　火曜日～土曜日
　午前10時30分～午後３時30分
■対象年齢
　０カ月～６歳（就学前）
■利用料
　無料（実費あり）
◎地域の人との交流会
　生け花教室   7/11（水）、お茶べ
　り会   8/7（火）、9/4（火）
◎親子講座
　パパ講座（０～５歳児の父親）
　7/27（金）、親子クッキング（小学
　校３年生までの親子）8/25（土）
◎行事　おもちゃ図書館   7/7（土）、
　読み聞かせ会   7/20（金）、親子い
　きいき育児講座   8/24（金）
☎57-1943（田平町福祉センター）

■ところ
　山田児童館
　（生月町舘浦284-20）
■開放している曜日・時間
　火曜日～金曜日
　午前10時～午前11時30分
■対象年齢
　２カ月～６歳（就学前）
■利用料
　無料
　※夏休み期間（７月21日～８
　　月31日）は、未就学児は
　　利用できません
◎小中学生と地域の人との交流会
　昔の遊び道具を作って遊ぼう
　7/24（金）、8/3（金）、8/24（金）
☎53-1759（山田児童館）

　高倉健さん主演の映画「あなたへ」が、８月25日か
ら全国ロードショーされます。この映画の完成を記念
して試写会が平戸市で開催されます。
　この映画は、全国各地のロケ地で撮影されており、
鏡川町薄香でも、昨年10月29日から31日までと、
11月10日から14日までの間、撮影が行われました。
　ストーリーは、主人公の高倉健演じる倉島英二が、
妻（田中裕子）の死去後、妻が残した手紙をもとに遺骨
を抱えて妻の故郷である平戸市薄香町まで、1200キ
ロの旅に出るという熟年夫婦の感動のラブストーリー
です。
　今回は、平戸市が本作品の撮影に協力したことを受
けて、本市で試写会が開催されます。観覧を希望する
人は官製はがきに必要事項を記入してご応募ください。
ただし、応募は平戸市在住者に限ります。
　※当選者の発表は、試写会の招待状の発送をもって
　　かえさせていただきます。

■試写会の日程
　○と　き　８月16日（木）　
　　午後2時30分開場・午後3時開映
　○ところ　平戸文化センター中ホール
　
■試写会観覧の募集と応募方法
　○募集人数　10組20人（応募数が募集人数を超えた
　　場合は、抽選とします）
　○募集期限　７月20日（金）必着
　○応募方法　官製はがきに氏名および住所・電話番
　　号を記入しご応募ください。（電話やメールなど
　　での受付は行いません）
　○あて先　〒859-5192　平戸市岩の上町1508-3
　　平戸市観光課観光振興班 映画「あなたへ」試写会係

　「たびら昆虫自然園」は、今年で開園20周年を迎え
ます。これを記念して、さまざまなイベントを実施し
ます。自然の恵みを体験して、思い出を作ろう！
　
■びっくり写真展・昆虫展
　○と　き　７月28日（土）・29日（日）　午前9時～
　　　　　　午後５時
　○ところ　たびら活性化施設
　○内　容　栗林慧氏・草野慎二氏・浜崎さわこ氏の
　　写真展、栗林慧コーナー（カメラ機材などの展示
　　とＤＶＤ放映・販売）、昆虫展（外国産昆虫標本、
　　平戸・田平産昆虫標本、特別企画展標本）など
　　※夏休み期間（7月31日～８月31日）は「たびら
　　　昆虫自然園20周年特別写真展」を、たびら昆虫
　　　自然園で開催します。

■こども昆虫教室（要予約）
　○と　き　７月28日（土）午前９時～午後４時30分
　○ところ　たびら昆虫自然園
　○内　容
　　

▲

昆虫採集教室　※参加費１人1,000円
　　　（午前９時～午後12時30分・定員50人）
　　　園内で昆虫採集を行い、虫を数多く取った人や、
　　　一番大きな虫を捕った人など、採集した昆虫に
　　　より表彰します。
　　

▲

こども写真撮影教室　※参加費１人1,000円
　　　（午後１時30分～午後４時30分・定員50人）
　　　栗林慧氏の指導の下、園内にて写真撮影を行い、
　　　撮影した写真を印刷して優秀作品を表彰します。

■記念式典・記念講演会（要予約）
　○と　き　７月29日（日）午後１時から
　○ところ　たびら活性化施設多目的ホール（定員200人）
　○内　容　功労者の表彰と講演会、たびら昆虫自然
　　園長と講師のトークショー
　　【講演１】「昆虫撮影40年の足あと」　栗林慧氏（生
　　物生態写真家）
　　【講演２】「昆虫自然園に気楽に来てもらえるため
　　に」　矢島稔氏（群馬県立ぐんま昆虫の森名誉園長・
　　全国昆虫施設連絡協議会顧問）
　　※親子来場者には、たびら昆虫自然園の入場無料
　　　券（子どものみ）をプレゼントします。　　

■お問い合わせ　観光課観光振興班　☎内線2272

映画「あなたへ」
試写会観覧者を募集します

■お問い合わせ　たびら昆虫自然園　☎57-3348

たびら昆虫自然園
20周年記念事業のお知らせ



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

問
文
化
遺
産
課
文
化
遺
産
班

　

☎
内
線
２
６
３
２

重
要
文
化
的
景
観
い
い
ら
の
町
歩
き
＆

海
洋
ク
ル
ー
ズ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

問
文
化
遺
産
課
文
化
遺
産
班

　

☎
内
線
２
６
３
２

世
界
遺
産
候
補
地
を
歩
く
！
第
２
回
春
日
の

棚
田
ウ
ォ
ー
ク
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

募　

集

　
　
　
　
　
　
　
　

申
・
問
シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
23
‐
８
３
５
１

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
市
民
課
生
活
環
境
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
２
８

「
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」が

実
施
さ
れ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
観
光
課
観
光
振
興
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
７
２

海
水
浴
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
税
務
課
滞
納
整
理
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
４
４

北
部
九
州
地
域
市
町
村
合
同
公
売
会

in
波
佐
見
を
開
催
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
福
祉
課
障
害
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
６
６

在
宅
障
害
者
の
歯
科
診
療
を
実
施

し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
企
画
課
政
策
企
画
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
３
５

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
・
２
０
０
０
万
サ

マ
ー
宝
く
じ
」の
購
入
は
県
内
で
！

　

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

申
・
問
都
市
計
画
課
総
務
住
宅
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
８
４

会場：県北保健所
第1回　8月　9日（木） 

第2回　8月10日（金） 

第3回　8月23日（木） 

第4回　8月24日（金） 

第5回　9月　6日（木） 

第6回　9月　7日（金） 

第7回　9月20日（木） 

第8回　9月21日（金） 

■歯科診療日程

○
千
里
ヶ
浜
海
水
浴
場（
川
内
町
）

　

７
月
14
日（
土
）〜
８
月
19
日（
日
）

○
人
津
久
海
水
浴
場（
大
石
脇
町
）

　

７
月
５
日（
木
）〜
８
月
25
日（
土
）

○
根
獅
子
の
浜
海
水
浴
場（
大
石
脇
町
）

　

７
月
８
日（
日
）〜
８
月
31
日（
金
）

　

長
崎
県
、
佐
賀
県
、
福
岡
県
の
15
市
町
合
同

で
、
市
税
な
ど
徴
収
の
た
め
差
押
動
産
の
合
同

公
売
会
を「
入
札
」お
よ
び「
せ
り
売
り
」方
式

に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

７
月
28
日（
土
）午
前
９
時
開
場

　
（
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始
）

○
と
こ
ろ　

波
佐
見
町
体
育
セ
ン
タ
ー　
　
　

　
（
波
佐
見
町
折
敷
瀬
郷
２
０
７
８
番
地
）

　

※

液
晶
テ
レ
ビ
、
原
動
機
付
自
転
車（
原
付
）、

　
　

壺
な
ど
約
４
６
０
点
を
出
品
予
定
で
す
。

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
・
２
０
０
０
万
サ
マ
ー
宝

く
じ
が
７
月
９
日（
月
）か
ら
発
売
さ
れ
ま
す
。

　

県
内
で
販
売
さ
れ
た
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

道
路
や
学
校
、
公
園
の
整
備
な
ど
、
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
事
業
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

宝
く
じ
は
、
ぜ
ひ
県
内
で
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

○
発
売
期
間　

７
月
９
日（
月
）〜
27
日（
金
）

　

７
月
11
日（
水
）か
ら
20
日（
金
）ま
で
の
10

日
間
、「
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
と
子
ど
も
・

高
齢
者
に
優
し
い
交
通
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

○
重
点
項
目

　

▼
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　

▼
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

▼
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

　
　

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

　

海
水
浴
場
の
開
設
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
一
六
海
水
浴
場（
田
平
町
）

　

７
月
14
日（
土
）〜
８
月
12
日（
日
）

○
大
根
坂
白
浜
海
水
浴
場（
大
島
村
）

　

７
月
21
日（
土
）〜
８
月
19
日（
日
）

○
荒
崎
海
水
浴
場（
古
江
町
）

　

７
月
14
日（
土
）〜
８
月
12
日（
日
）

○
早
崎
・
御
崎
浦
海
水
浴
場（
生
月
町
）

　

７
月
14
日（
土
）〜
８
月
19
日（
日
）

　

※

早
崎
海
水
浴
場
は
、
８
月
31
日（
金
）ま
で

○
価　
　

格　

１
枚　

３
０
０
円

○
当
選
本
数

　

１
等（
４
億
円
）　　
　
　
　
　
　
　

26
本

　

２
等（
５
，
０
０
０
万
円
）　　
　
　

52
本

　

３
等（
１
０
０
万
円
）　　

２
，
６
０
０
本

　

※

26
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
の
本
数

【
２
０
０
０
万
サ
マ
ー
】

　

１
等（
２
，
０
０
０
万
円
）　　

４
５
０
本

　

※

９
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
の
本
数

○
抽
選
日　

平
成
24
年
８
月
７
日（
火
）

　

一
般
の
歯
科
診
療
所
へ
の
通
院
や
治
療
・
検

診
が
困
難
な
障
害
者（
児
）を
対
象
に
、
次
の

と
お
り
歯
科
診
療
を
実
施
し
ま
す
。

○
診
療
費
用　

保
険
診
療
と
な
り
ま
す

○
申
込
方
法　

福
祉
課
・
各
支
所
市
民
協
課
・

　

出
張
所
に
あ
る
巡
回
歯
科
診
療
申
込
書
に
記

　

入
し
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
締
切
日　

７
月
19
日（
木
）

　

国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
た
飯
良

町
の
ま
ち
な
み
散
策
の
ほ
か
、
高
速
船
で
海
か

ら
島
々
を
観
察
し
ま
す
。

○
と　

き　

７
月
22
日（
日
） 

午
前
９
時
30
分

　

〜
午
後
３
時

　

※

荒
天
時
は
28
日（
土
）に
延
期

○
と
こ
ろ　

飯
良
町

○
募
集
定
員　

50
人（
先
着
順
）

○
参
加
費　

大
人
５
，
０
０
０
円
・
小
中
高
生

　

４
，
０
０
０
円（
弁
当
、
保
険
料
込
み
）

○
募
集
開
始
日　

７
月
６
日（
金
）午
前
９
時
〜

○
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
文
化
遺
産
課
に
直

　

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」

の
候
補
地
で
あ
る
春
日
町
で
広
大
な
棚
田
を
講

師
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

○
と　

き　

７
月
29
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

　

後
２
時
30
分

○
と
こ
ろ　

春
日
町

○
募
集
定
員　

50
人（
先
着
順
）

○
参
加
費　

大
人
３
，
０
０
０
円
・
小
中
高
生

　

２
，
０
０
０
円（
弁
当
、
お
土
産
新
米
２
㎏
、

　

保
険
料
込
み
）

○
募
集
開
始
日　

７
月
５
日（
木
）午
前
９
時
〜

○
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
文
化
遺
産
課
に
直

　

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

屋
外
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
情
報

　

流
水
プ
ー
ル
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
を

楽
し
め
る
屋
外
プ
ー
ル
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

○
開
設
期
間　

７
月
１
日（
日
）〜
９
月
15
日

　
（
土
）

ア
ル
バ
イ
ト
募
集

○
勤
務
内
容　

プ
ー
ル
の
監
視
・
清
掃

○
勤
務
資
格　

18
歳
以
上（
高
校
生
不
可
）

○
勤
務
期
間　

夏
休
み
期
間
中
お
よ
び
７
月
の

　

土
・
日
曜
日

○
勤
務
条
件　

１
日
６
時
間（
週
29
時
間
）・
週

　

休
２
日
・
時
給
７
０
０
円

　

※

土
・
日
曜
日
、
お
盆
に
出
勤
で
き
る
人

短
期
水
泳
教
室（
８
日
間
）

○
と　

き　

７
月
21
日（
土
）〜
28
日（
土
）午

　

前
11
時
〜
正
午

○
対　

象　

小
学
生

○
料　

金　

５
，
０
０
０
円

　

入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に
添
付
書

類
を
添
え
て
、
都
市
計
画
課
、
ま
た
は
各
支
所

産
業
建
設
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
戸
数　
　

17
戸

　

①
平
戸
地
区　

４
戸

　

②
田
平
地
区　

９
戸（
う
ち
２
戸
新
築
）

　

②
生
月
地
区　

４
戸

　

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　

７
月
13
日（
金
）

　

※

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
必
着
）

○
申
込
資
格　

原
則
と
し
て
、
次
の
す
べ
て
の

　

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

①
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
に
定
め
ら
れ

　
　

た
基
準
内
で
あ
る
こ
と

　

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

　

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

④
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
同
居

　
　

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

　
　

こ
と
。

　

※

単
身
で
入
居
す
る
人
は
、
２
ｋ
以
下
の
住

　
　

宅
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
添
付
書
類

　

①
世
帯
全
員
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
所
得
証

　
　

明
書

　

②
納
税
証
明
書

　

③
住
民
票
謄
本

○
選
考
方
法　

募
集
戸
数
を
超
え
た
住
宅
に
つ

　

い
て
は
、
抽
選
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

　
　

な
お
、
抽
選
会
は
、
７
月
下
旬
に
開
催
予

　

定
で
す
。

　

※
抽
選
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に

　
　

後
日
通
知
し
ま
す
。

【
注
意
】入
居
決
定
後
に
入
居
を
辞
退
す
る
こ
と

　

が
な
い
よ
う
、
事
前
に
十
分
検
討
し
た
う
え

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

広報ひらど 平成24年７月号 28Hirado City Public Relations,2012.729

　地域自治の確立および市政の発展を目指した活動を、地域一体となり行なっています。【代議員一覧(順不同)】
会長：木村孝市（杉山）、副会長：富岡圭司（山田）、岩坪泰祐（万場）、末吉唯雄（前平）、監事：安田豊（外目）、
田渕俊雄（元触）、庶務：末永保夫（戸石川）、会計：松尾国夫（迎紐差）、代議員：正木猛（田助在）、谷田美幸（後平）、
福海勇喜郎（川内浦）、松本聖二（下中野）、松山矢市（獅子第１）、塚本勇（紐差第２）、辻村敏（紐差第３）、松
口正幸（根獅子第４）、江川武（津吉元）、西山善幸（下中津良）、平松盛正（肥）、松尾秀行（堤）、原田喜輔（前
津吉浜）、松田充順（御崎）、小村武生（壱部）、濵﨑壽利（浦北）、神田惠博（舘浦浜）、宮木大人（釜田）、金子孝行（福
崎）、岡田眞（東荻田）、森逸雄（下里）、白石武見（大根坂）、墨谷正喜（東神浦）、平松重幸（的山在）

平戸市自治連合協議会は、地域自治の確立のための活動を行なっています！平成24年度知事表彰（生活衛生事業功労者）受賞
　脇川正彦さん（岩の上町）が、平成24年度知事表彰（生活衛生
事業功労者）を受賞しました。脇川さんは、平成14年４月から長
崎県旅館ホテル生活衛生同業組合理事および平戸旅館協同組合長
に就任。組合の健全な運営、育成をはじめ、組合員の自主的活動
の促進を図るなど、生活衛生の改善向上に尽力されています。今
回の受賞を受け「これも地域のみなさんの協力があってこそです。
感謝しています」と話してくれました。



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
７
５

ひ
と
り
親
家
庭
等
日
常
生
活
支
援

事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
農
林
課
農
務
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
５
８

「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」の
全
体
見

直
し
に
伴
う
、
農
業
振
興
地
域
の
農
用
地

区
域
に
お
け
る
除
外
と
編
入
お
よ
び
用
途

区
域
の
変
更
申
請
の
受
付
停
止
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
１
４
７

熱
中
症
に
ご
注
意
を
！

　
　
　
　
　
　
　

問
企
画
課
協
働
ま
ち
づ
く
り
班

　　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
３
３

各
種
市
民
活
動
支
援
事
業
の
採
択

団
体
を
決
定
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
市
民
課
戸
籍
住
民
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
２
３

住
民
基
本
台
帳
法
一
部
改
正（
平
成

24
年
７
月
９
日
施
行
）に
つ
い
て

問
農
林
課
農
務
班

　

☎
内
線
２
２
５
３

人
・
農
地
プ
ラ
ン（
地
域
農
業
基
本

計
画
）の
作
成
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
内
線
２
３
７
１

「
長
崎
県
北
部
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
委
員
一
般
選
挙
」を
行
い
ま
す

生活保護世帯
または市民税
非課税世帯

児童扶養手当支
給水準の世帯

上記以外の世帯

利用者の負担額 
（１時間あたり） 

子育て
支援

生活
援助

利用世帯の区分

0円

70円

150円

0円

150円

300円

797,350

1,000,000

300,000

37,000

269,000

420,000

476,000

500,000

事　業　名事　業　名 団　体　名 交付額（円）
平成24年度各種市民活動支援事業採択一覧

子育て支援・地域活性化事業

たびら再生プロジェクト事業

平戸よかもん商談会

平戸ミステリーローズを通して平戸
を世界に売り込もうプロジェクト

カフェうさぎ

第10回「木ヶ津千灯篭春まつり」

たびら散策マップ作成事業

賑わいの町並みづくり事業

中部地区子育て支援団体
連絡協議会

田平地区活性化協議会

地域活動グループ「わらく」

平戸ミステリーローズの会

志々伎ヒューマンネットワーク

木ヶ津千灯篭春まつり実行委員会

たびらの道先案内人

よってみんね　田平

やらんば市民活動モデル
事業（委託料）

にぎわいづくり支援事業

やらんば
市民活動
サポート
事業

活動ステップ
アップ部門

新規事業
チャレンジ
部門

「
外
国
人
住
民
」に
も
住
民
票
が
作
成
さ
れ
ま
す

　

永
住
者
や
中
長
期
在
留
者
な
ど
、
一
定
の
条

件
に
該
当
す
る
外
国
人
住
民
に
は
、
住
民
基
本

台
帳
法
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。　

○
本
人
だ
け
の
住
民
票
の
写
し
や
、
外
国
人
と

　

日
本
人
と
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
全
員
の
住
民

　

票
の
写
し
も
発
行
可
能
で
す
。

○
転
居
や
転
入
だ
け
で
な
く
、
転
出
の
手
続
き

　

も
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

※

住
民
異
動
の
手
続
き
に
は｢

特
別
永
住
者

　
　

証
明
証｣

や｢

在
留
カ
ー
ド｣

（
現
在
お
持
ち

　
　

の｢

外
国
人
登
録
証
明
書｣

）を
持
参
し
て

　
　

く
だ
さ
い
。

　

※

新
し
い
在
留
管
理
制
度
が
導
入
さ
れ
、
在

　
　

留
期
間
が
延
長
さ
れ
る
な
ど
、
制
度
の
変

　
　

更
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問

　
　

合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
外
国
人
在
留
総
合
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

　

タ
ー（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　

℡
０
５
７
０-

０
１
３
９
０
４

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）」が
、

転
入
地
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
、
発
行
市
町
村
だ
け
で
し
か
、
利

用
で
き
な
か
っ
た
住
基
カ
ー
ド
が
有
効
期
間
内

（
発
効
日
か
ら
10
年
）で
あ
れ
ば
、
転
入
地
で
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※

転
出
入
地
で
住
基
カ
ー
ド
の
提
示
が
必
要
で

　

す
。（
届
出
窓
口
は
、
本
庁
、
各
支
所
の
み
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
で
一
時
的
に
生
活
支
援
が
必

要
な
場
合
に
、
家
庭
生
活
支
援
員
を
派
遣
し
、

家
事
援
助
、
保
育
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者　

市
内
に
居
住
す
る
ひ
と
り
親
家
庭

　

で
、
自
立
促
進
に
必
要
な
事
由
ま
た
は
社
会

　

的
事
由
に
よ
り
一
時
的
に
生
活
支
援
が
必
要

　

な
家
庭
も
し
く
は
生
活
環
境
が
激
変
し
、日
常

　

生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
家
庭

○
支
援
内
容　

　

▼
生
活
援
助（
食
事
の
世
話
な
ど
）

　

▼
子
育
て
支
援（
乳
幼
児
の
保
育
な
ど
）

○
費
用
の
負
担

○
利
用
限
度　

事
由
ご
と
に
年
間
10
日
以
内

○
申
請
方
法　

印
か
ん
を
持
参
の
上
、
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
班
ま
た
は
各
支
所
市
民
協
働

　

課
・
各
出
張
所
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

各
種
市
民
活
動
支
援
事
業
の
採
択
団
体
を
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
昨
年
度
実

施
分
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
実
績
評
価
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　　

日
差
し
が
強
く
な
る
こ
の
時
期
、
熱
中
症
に

よ
り
、
病
院
に
救
急
搬
送
さ
れ
る
人
が
多
く
な

り
ま
す
。

熱
中
症
の
予
防
対
策

○
日
中
、
長
時
間
の
作
業
を
行
う
場
合
は
、
途

　

中
で
休
憩
を
と
る

○
日
中
の
外
出
は
な
る
べ
く
避
け
、
も
し
外
出

　

す
る
場
合
は
、
帽
子
や
日
傘
な
ど
を
使
用
し

　

直
射
日
光
に
当
た
ら
な
い

○
炎
天
下
で
の
作
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
中
は
、
水

　

分
を
十
分
に
補
給
し
、
体
調
が
悪
い
時
に
は

　

休
憩
を
と
り
、
無
理
を
し
な
い

熱
中
症
に
か
か
っ
た
と
き
は

○
風
通
し
の
良
い
日
陰
や
、
冷
房
の
効
い
た
所

　

に
移
り
、
衣
服
を
ゆ
る
め
る

○
冷
た
い
水
で
タ
オ
ル
を
濡
ら
し
、
首
・
手
足
・

　

わ
き
の
下
な
ど
を
冷
や
す

　

現
在
、「
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」の
全
体

見
直
し
を
行
な
っ
て
お
り
、
農
用
地
区
域
に
お

け
る
除
外
と
編
入
お
よ
び
用
途
区
域
の
個
別
申

請
の
受
け
付
け
を
本
年
７
月
31
日（
火
）で
停

止
し
ま
す
。
全
体
見
直
し
期
間（
本
年
度
）と

農
業
振
興
地
域
指
定
後
の
１
年
間（
平
成
26
年

９
月
こ
ろ
ま
で
）は
、
原
則
、
個
別
申
請
を
受

け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

農
用
地
区
域
に
お
い
て
、
住
宅
建
設
な
ど
を

計
画
さ
れ
て
い
る
人
は
農
林
課
お
よ
び
各
支
所

に
資
料
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

個
別
申
請
内
容

○
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
場
合

　

▼
農
用
地
に
住
宅（
一
般
・
農
家
用
）の
建
設
・

　
　

駐
車
場
な
ど
に
転
用
す
る
場
合

○
農
用
地
区
域
へ
の
編
入

　

▼
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
な
ど
の
事

　
　

業
を
利
用
し
た
い
農
地

○
用
途
区
域
の
変
更

　

▼
農
用
地
区
域
の
農
業
用
施
設
建
設

　

▼
農
業
用
倉
庫
・
牛
舎
の
建
設
な
ど

　

市
内
の
一
部
の
集
落
・
地
域
内
で
は
、
高
齢

化
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど「
人
と
農
地
の

問
題
」に
つ
い
て
、
５
年
後
、
10
年
後
の
展
望

が
描
け
な
い
と
こ
ろ
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
は「
人
と
農

地
の
問
題
」を
、
集
落
・
地
域
内
の
話
し
合
い

に
よ
っ
て
解
決
す
る
た
め
地
域
農
業
の「
未
来

の
設
計
図
」を
作
成
し
、
地
域
農
業
の
振
興
を

推
進
す
る
も
の
で
す
。

○
集
落
・
地
域
に
お
け
る
話
し
合
い
に
よ
っ
て

　

決
め
る
内
容（
プ
ラ
ン
）

○
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
さ

　

ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト（
青
年
就
農
給
付
金
な

　

ど
）が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
各
営
農
集
落
ご
と
に
基
本
計
画（
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）の
作
成
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

長
崎
県
北
部
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
一

般
選
挙
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

○
投
票
で
き
る
人

　

平
成
23
年
度
北
部
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委

　

員
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
人

○
告
示
日　

７
月
24
日（
火
）

○
投
票
日　

８
月
２
日（
木
）

○
投
票
場
所　

投
票
所
入
場
券
に
記
載
し
て
い

　

ま
す
。

○
投
票
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
一
部

　

午
後
４
時
）

○
期
日
前
投
票　

７
月
25
日（
水
）〜
８
月
１

　

日（
水
）午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　
（
期
日
前
投
票
所
に
よ
り
投
票
で
き
る
日
・

　

投
票
時
間
が
異
な
り
ま
す
）

○
期
日
前
投
票
所　

市
役
所
ロ
ビ
ー
・
ふ
れ
あ

　

い
セ
ン
タ
ー
・
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
・
大

　

島
支
所
・
生
月
支
所
・
田
平
支
所

　

※

24
日（
火
）の
告
示
日
に
立
候
補
が
定
数

　
　

以
内
の
場
合
は
、
無
投
票
と
な
り
ま
す
。

広報ひらど 平成24年７月号 30Hirado City Public Relations,2012.731

ながさき音楽祭2012の開催に向けて。開催候補地を視察
　５月17日、ながさき音楽祭2012の顧問を務める作曲家の池辺
晋一郎さんが平戸市を訪れ、市長を表敬訪問しました。ながさき
音楽祭は、県内のホールや歴史的建造物などで開催し、音楽を通
してにぎわいと地域の交流人口の増大を目的に行なわれます。東
京在住の池辺さんは、県内の開催予定地を視察。本市では、生月
町博物館「島の館」、平戸オランダ商館を見学しました。ながさき
音楽祭2012は秋ごろに本市でも開催が予定されています。

　甲子夜話を基に漫画を創作しました
　５月18日、市内在住の漫画家である峯篤さん（鏡川町）が市長
を表敬訪問し、漫画「予の話」を黒田市長に寄贈しました。峯さ
んは、平戸藩第9代藩主・松浦静山が記した「甲子夜話」を基に子
ども向けの漫画「予の話」を創作し2,000冊を自費出版しました。
「予の話」には全部で５話収められています。「生涯のテーマとし
て『予の話』の続編を描いていきたい」と峯さん。「予の話」は市内
の寺山文書堂のほか、佐々町のルソー館などで販売されています。

かっ   し     や      わ

みね あつし



平戸市からのお知らせ
　
　
　
　
　
　
　
　

問
長
寿
保
険
課
国
保
年
金
班

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
９
３

長
寿
保
険
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

有 効 期 限 平成25年 7月31日

記号 １２ 番号 １２３４５６

生 年 月 日 昭和45年 2月 27日

性別 男

資格取得年月日 平成10年 4月 1日

交 付 年月日 平成23年 8月 1日

住 所 長崎県平戸市岩の上町１５０８番地３

世帯主名 平戸 太郎

４２００７５

平戸 太郎氏名

保険者名 平 戸 市
保険者番号

国民健康保険

0 0 0 53 9 4 2

後期高齢者医療被保険者証
有効期限 平成25年 7月31日

被保険者番号 1 2 3 4 5 6 7 8
住 所 平戸市岩の上町１５０８－３

氏 名 平戸 太郎 男性別

生年月日 昭和８年１月１日 資格取得年月日 平成21年１月 1日

交 付 年 月 日 平成23年8月1日発効期日 平成21年1月1日

一部負担金の割合 １ 割

保 険 者 番 号

保 険 者 名 長崎県後期高齢者医療広域連合

 区  分  

均 等 割 額

所 得 割 額

保険料限度額

平成23年度

42,400円

7.80%

50万円

平成24年度

44,600円

8.23%

55万円

保険料の計算方法
均等割額＋所得割額（前年中の総所得
金額等－基礎控除額）×所得割率
※保険料は、本人および世帯の所得に
　より軽減措置がもうけられています。

保険料の変更内容

平
戸
海
上
保
安
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
・
問
平
戸
海
上
保
安
署

　
　

    

☎
22

-

３
９
９
７

ひ
き
こ
も
り
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

問
県
北
保
健
所　

保
健
福
祉
班

　

☎
57

-

３
９
３
３

長
崎
大
学
病
院  

第
一
内
科

☎
０
９
５-

８
１
９-

７
２
６
２

　
（
担
当  

中
村
）

問

「
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
最
前
線
〜
よ

く
わ
か
る
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
お
話
〜
」

市
民
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す

高
次
脳
機
能
障
害
支
援

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

県
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５‐

８
４
４‐

５
５
１
５

問

国
保
被
保
険
者
で
限
度
額
適
用
認
定
証
を
お
持

ち
の
人
は
更
新
を
忘
れ
ず
に
！

　

次
の
要
件
を
満
た
す
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
は
、
認
定
を
受
け
る
と
医
療
機
関
窓
口
で
の

自
己
負
担
額（
保
険
適
用
分
）が
限
度
額
ま
で

と
な
り
ま
す
。
ま
た
入
院
時
の
食
事
代
に
つ
い

て
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

認
定
を
受
け
た
い
人
は
印
か
ん
を
持
参
し
長

寿
保
険
課
国
保
年
金
班
、
ま
た
は
各
支
所
市
民

協
働
課
、
各
出
張
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
発
行
し
て
い
る
認
定
証
の
有
効
期
限
は

７
月
31
日（
火
）で
す
。
８
月
１
日
以
降
も
認

定
を
受
け
た
い
場
合
は
、
改
め
て
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

○
適
用
要
件　

世
帯
内
の
す
べ
て
の
国
民
健
康

　

保
険
被
保
険
者
が
、
平
成
24
年
度
住
民
税
を

　

課
税
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

　

※

課
税
世
帯
で
も
70
歳
未
満
の
人
は
、
限
度

　
　

額
認
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
を
交
付
し
ま
す

　

現
在
お
使
い
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
、
７
月
31
日（
火
）で
す
。
新
し
い
保
険

証
を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
８
月
に
な
っ

て
も
保
険
証
が
届
か
な
い
場
合
、
ま
た
は
保
険

証
の
記
載
事
項
に
誤
り
が
あ
る
場
合
は
、
長
寿

保
険
課
国
保
年
金
班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
の

受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

　

国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
分（
平
成
24
年
７
月
〜
平
成
25

年
６
月
分
）の
免
除
申
請
を
７
月
２
日（
月
）か

ら
受
け
付
け
ま
す
。

※

平
成
23
年
度
分（
平
成
23
年
７
月
〜
平
成
24

 

年
６
月
分
）の
免
除
申
請
受
付
は
、
７
月
31

 

日（
火
）ま
で
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
申
請
方
法　

長
寿
保
険
課
国
保
年
金
班
、
ま

　

た
は
各
支
所
市
民
協
働
課
、
各
出
張
所
に
年

　

金
手
帳
と
印
か
ん
を
持
っ
て
、
関
係
書
類
を

　

添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
関
係
書
類　

　

▼
退
職（
失
業
）者
は
雇
用
保
険
受
給
資
格

　
　

者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど
、

　
　

退
職（
失
業
）し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る

　
　

書
類

　

▼
学
生
は
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明

　
　

書（
申
請
年
の
４
月
以
降
発
行
分
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
24
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が

左
表
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
新
し
い
保
険
証
に
同
封

さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。

市
役
所
職
員
を
か
た
る
不
審
な
電
話
が
多
発
し

て
い
ま
す

　

市
で
は
、
通
常
、
還
付
金
を
理
由
に
、
電
話

で
金
融
機
関
へ
行
く
よ
う
依
頼
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
は
、
還
付
金
詐
欺
の
疑
い

が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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　郵送される後期高
齢者医療被保険者証
の見本。平成24年
度の色は、オレンジ
色です。

▲

　郵送される国
民健康保険被保
険 者 証 の 見 本。
平成24年度の色
は、黄色です。

▲

巡
視
艇
体
験
航
海（
平
戸
瀬
戸
）

　

巡
視
艇
に
よ
る
平
戸
瀬
戸
の
体
験
航
海
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
乗
船
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
巡
視
艇

に
乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
と　

き　

７
月
28
日（
土
）

　

①
午
前
10
時
〜
、②
午
前
11
時
〜
、③
午
後
１

　

時
〜
、④
午
後
２
時
〜（
各
40
分
）の
４
回

○
集
合
場
所　

平
戸
海
上
保
安
署

○
募
集
人
数　

80
人（
高
校
生
以
下
は
保
護
者

　

同
伴
）先
着
順
で
の
受
け
付
け
で
す
。

○
申
込
方
法　

往
信
は
が
き
に
、
乗
船
希
望
時

　

間
、
乗
船
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　

電
話
番
号
を
、
返
信
は
が
き
の
表
に
、
代
表

　

者
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

○
申
込
先　

〒
８
５
９‐

５
１
２
１　

　

平
戸
市
岩
の
上
町
１
５
２
９‐

２

　

平
戸
海
上
保
安
署

○
申
込
締
切
日　

７
月
15
日（
日
）必
着

一
日
海
上
保
安
署
長
を
募
集
し
ま
す

　

巡
視
艇
体
験
航
海（
１
回
目
）に
合
わ
せ
、
一

日
海
上
保
安
署
長
と
し
て
行
事
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
小
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
人
数　

１
人（
小
学
生
）

○
申
込
方
法　

巡
視
艇
体
験
航
海
と
同
じ（
一

　

日
海
上
保
安
署
長
希
望
）と
記
入
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
は
、
薬
物
治
療
お
よ

び
外
科
手
術
の
進
歩
に
よ
り
、
目
覚
し
く
発
展

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
で
難

渋
す
る
患
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
一
助
に
な
る

こ
と
を
願
い
、
昨
今
の
治
療
法
に
関
す
る
医
療

講
演
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

７
月
21
日（
土
）午
後
２
時
〜
午
後

　

４
時（
午
後
１
時
開
場
）

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル

○
内　

容　

佐
世
保
市
立
総
合
病
院
院
長
江
口

　

勝
美
氏
、
長
崎
大
学
病
院
第
一
内
科
教
授
川

　

上
純
氏
ほ
か
２
人
の
医
師
に
よ
る
講
演
お
よ

　

び
理
学
療
法
士
に
よ
る
リ
ウ
マ
チ
体
操
な
ど

○
入
場
料　

無
料

○
交　

通　

無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
内
各
医
療
機
関
に
配

　

布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

　

脳
外
傷『
ぷ
ら
む
』長
崎（
高
次
脳
機
能
障
害

を
持
つ
当
事
者
や
家
族
の
会
）の
会
員
と
、
長

崎
県
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
セ
ン
タ
ー
が
協
働

し
、
こ
の
障
害
と
向
き
合
っ
た
体
験
を
も
と
に

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

実
際
に
経
験
し
て
き
た
人
同
士
、
悩
み
を
共

有
・
共
感
す
る
こ
と
で
、
気
持
ち
が
楽
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
話
し
て
み
る
こ

と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
対　

象　

事
故
や
脳
卒
中
な
ど
の
脳
外
傷
後

　

に
、
記
憶
・
注
意
・
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な

　

ど
の
障
害
で
お
困
り
の
人
お
よ
び
そ
の
家
族

○
と　

き　

８
月
７
日（
火
）午
後
１
時
〜
午

　

後
４
時
30
分（
要
予
約
）

○
と
こ
ろ　

県
北
保
健
所　

相
談
室

○
申
込
先　

脳
外
傷「
プ
ラ
ム
」長
崎

　

℡
０
９
５
７‐

26‐

８
１
１
８

○
参
加
料　

無
料

　

ひ
き
こ
も
り
の
理
解
を
深
め
、
対
応
に
つ
い

て
考
え
る
た
め
の
研
修
会
を
行
な
い
ま
す
。

○
と　

き　

８
月
１
日（
水
）午
後
２
時
30
分

　

〜
午
後
５
時
30
分

　

※

受
付
は
午
後
２
時
〜

○
と
こ
ろ　

県
北
保
健
所

○
講　

師　

天
神
病
院　

澤
田
医
師
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

法
人
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
ふ
き
の
と
う　

山
北

　

理
事
長

○
参
加
料　

無
料



申
・
問
県
情
報
政
策
課
地
域
情
報
化
推
進
班

　
　

  

☎
０
９
５

-

８
９
５

-

２
２
３
０

地
域
の
映
像
発
信
講
座
を
開
催
し
ま
す

申
・
問
佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校

　
　

  

☎
０
９
５
６

-

62

-

４
１
５
１

県
立
佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校

「
一
日
体
験
入
校
」の
参
加
者
募
集

平
成
24
年
度
税
務
職
員
を
募
集
し
ま
す

問
平
戸
税
務
署　

総
務
課

　

☎
23

-

２
１
３
１

ひ
も
さ
し
七
夕
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

問
紐
差
ま
ち
づ
く
り
研
究
会（
代
表  

末
吉
）

　

☎
０
９
０

-

９
０
７
３

-

５
０
３
３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
江
迎

☎
０
９
５
６

-

66

-

３
１
３
１

問

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ
〜
新
規
高
校
卒
業

者
の
積
極
的
な
採
用
を
お
願
い
し
ま
す
〜

音
楽
を
聴
く
会（
神
田
）

☎
０
９
０

-

７
９
８
８

-

７
５
６
６

問

「
よ
う
こ
＆
フ
ロ
ー
レ
ス
デ
ュ
オ
」

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す

■５月末までの
　火災救急件数

（ 　）内は昨年同期

（ 　）内は昨年同期

■５月末までの
　交通事故件数
件　数

死　者

負傷者
（重傷）7名（軽傷）25名

（29件）

（  ０名）

（47名）

25件

０名

32名

■やらんば！平戸応援寄附金

　○横浜市　牟田部　広之
　
　平成24年６月18日現在
　　５件　　80,000円

(敬称略)

ご協力ありがとうございました。

火災

救急

15件）

660件（662件）

　9件（
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新
規
高
卒
求
人
は
、
６
月
20
日（
水
）か
ら
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
受
け
付
け
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、

９
月
５
日（
水
）か
ら
応
募
・
推
薦
が
始
ま
り
ま
す
。

　

地
元
へ
の
高
校
生
の
就
職
促
進
の
た
め
、
ま

た
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
も
、
新
規
高
卒

求
人
の
早
期
提
出
に
つ
い
て
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
受
験
資
格　

高
卒
見
込
み
の
人
お
よ
び
高
卒

　

後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人

○
申
込
書
請
求
先　

人
事
院
地
方
事
務
局
、
各

　

国
税
局
人
事
課
及
び
各
税
務
署
に
備
え
付
け

　

て
あ
り
ま
す
。

○
申
し
込
み
方
法
お
よ
び
受
付
期
間

　

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み
の
場
合

　
　

平
成
24
年
６
月
26
日（
火
）〜
７
月
５
日（
木
）

　
　

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/juken.htm

l

　

②
郵
送
ま
た
は
持
参
で
の
申
し
込
み
の
場
合

　
　

平
成
24
年
７
月
２
日（
月
）〜
７
月
10
日（
火
）

　
　
（
当
日
通
信
日
付
印
有
効
）

　

※

申
込
書
の
提
出
先
は
、
希
望
す
る
第
１
次

　
　

試
験
地
を
所
管
す
る
人
事
院
地
方
事
務（
所
）

　
　

局
で
す
。

○
第
１
次
試
験　

平
成
24
年
９
月
９
日（
日
）

○
第
２
次
試
験　

平
成
24
年
10
月
18
日（
木
）〜

　

25
日（
木
）の
う
ち
指
定
す
る
日

　

平
戸
市
在
住
の
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
松
口
よ
う
こ

さ
ん
と
、
南
米
ペ
ル
ー
・
ク
ス
コ
出
身
の
兄
弟

デ
ュ
オ「
フ
ロ
ー
レ
ス
・
デ
ュ
オ
」が
、Ｊ
ポ
ッ
プ
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ラ
テ
ン
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ

ン
ル
の
音
楽
を
、
国
境
・
文
化
の
違
い
を
超
え

て
繰
り
広
げ
ま
す
。

○
と　

き　

７
月
７
日（
土
）午
後
７
時
〜

○
と
こ
ろ　

生
月
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

○
料　

金　

１
，
０
０
０
円（
学
生
無
料
）

　

幅
広
い
職
業
の
知
識
や
技
術
を
習
得
で
き
る

高
等
技
術
専
門
校
に
体
験
入
校
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

○
と　

き　

７
月
23
日（
月
）午
前
９
時
30
分

　

〜
午
後
２
時
40
分

○
と
こ
ろ　

県
立
佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校

　
（
北
松
浦
郡
佐
々
町
小
浦
免
１
５
７
２‐

26
）

○
内　

容　

実
習
見
学
や
体
験
実
習
な
ど

○
対
象
者　

高
校
生
な
ど

○
申
込
方
法　

高
校
生
は
、
進
路
指
導
の
先
生

　

を
通
じ
て
、
そ
の
ほ
か
の
人
は
、
直
接
専
門

　

校
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

８
月
22
日（
水
）午
前
10
時
〜
午

　

後
４
時
30
分

○
と
こ
ろ　

平
戸
小
学
校

○
内　

容　

自
分
で
撮
影
し
た
映
像
を
パ
ソ
コ

　

ン
で
編
集
し
、Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
の
動

　

画
サ
イ
ト
へ
投
稿
す
る
ま
で
の
一
連
の
流
れ

　

を
学
習
し
ま
す
。

○
募
集
人
数　

20
人（
先
着
順
）

○
申
込
方
法　

詳
し
い
申
し
込
み
方
法
、
内
容

　

な
ど
に
つ
い
て
は
、
左
記
ア
ド
レ
ス
か
ら
県

　

情
報
政
策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.pref.nagasaki.jp/joho/event

　

/index.htm
l

○
申
込
締
切
日　

８
月
12
日（
日
）

○
と　

き　

７
月
15
日（
日
）午
後
５
時
〜

○
と
こ
ろ　

旧
小
田
酒
屋
跡
地（
紐
差
教
会
下
）

　

※

雨
天
の
場
合
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開

　
　

催
し
ま
す

○
内　

容　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
地
元
産
農
水

　

産
物
の
販
売
、
各
種
露
店
の
出
店
、
フ
リ
ー

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

　

※

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
店
を
希
望
す
る

　
　

人
は
、
７
月
10
日（
火
）ま
で
に
ご
連
絡

　
　

く
だ
さ
い
。

【
平
戸
地
区
】

千
北　

敦
士 

博
幸 

宝
亀
第
１

千
葉　

萌
々
那 

洋
樹 

下
中
野

川
上　

絢
士 

俊
則 

杉
山

吉
岡　

侑
央 

義
人 

向
月

山
野　

優
大 

秀
次 

神
崎

田
中　

洸
希 

雄
也 

上
大
垣

兼
武　

芽
生 

徹 

鏡
川
町

西　
　

龍
海
雅 

拓
海 

宮
の
浦

鴨
川　

稜
央 

恵
吾 

高
越

吉
田　

蒼
生 

裕
太 

清
水
川

【
生
月
地
区
】

辻　
　

壱
翔 

兼
史 

堺
目

【
田
平
地
区
】

白
石　

駿
仁 

和
義 

万
場

渡
口　

翔
央 

和
也 

下
亀

白
川　

七
愛 

貴
士 

大
久
保

溝
口　

悠
紀 

成
幸 

永
田

江
頭　

叶
桃 

俊
一 

小
手
田

【
平
戸
地
区
】

林　
　

リ
セ 

92
歳 

5
／
17 

草
積

赤
木　

郡
太
郎 

86
歳 

5
／
17 

度
島
中
部

里
﨑　

ス
ギ 

89
歳 

5
／
19 

早
福

久
保　

ツ
ル
子 

90
歳 

5
／
19 

西
の
久
保

銀
吉
屋　

ク
マ 

91
歳 

５
／
20 

幸
の
浦

吉
永　

久
江 

63
歳 

5
／
20 

津
吉
元

佐
　々

稔 

65
歳 

5
／
21 

崎
方
町

松
口　

榮
十 

94
歳 

5
／
24 

根
獅
子
第
４

寺
田　

卓
藏 

79
歳 

5
／
27 

稗
田

竹
田　

ツ
ヤ
子 

86
歳 

5
／
31 

上
大
垣

大
石　

昭
光 

70
歳 

5
／
31 

神
上

松
本　

幸
繁 

64
歳 

6
／
1 

中
の
原

百
﨑　

ツ
タ
ヱ 

89
歳 

6
／
2 

光
の
園

吉
木　

廣
次 

64
歳 

6
／
3 

度
島
浦

塚
本　

ツ
ギ
ノ 

82
歳 

6
／
3 

中
の
原

川
口　

き
え
み 

53
歳 

6
／
3 

上
中
津
良

古
川　

弘 

80
歳 

6
／
5 

中
の
原

鮎
川　
　

男 

76
歳 

6
／
5 

鮎
川

川
淵　
　

光 

84
歳 

6
／
5 

薄
香
浦

木
山　

久
枝 

70
歳 

6
／
6 

宝
亀
第
２

今
村　
　

輔 

72
歳 

6
／
7 

幸
の
浦

前
田　

ミ
カ 

81
歳 

6
／
9 

神
鳥

野
村　

シ
ゲ
子 

81
歳 

6
／
10 

高
麗
町

村
田　

ミ
ワ
子 

90
歳 

6
／
10 

上
中
津
良

中
瀬　

タ
ヅ
ヱ 

83
歳 

6
／
11 

度
島
中
部

松
岡　

松
壽 

97
歳 

6
／
11 

野
子

圡
橋　

ハ
ツ
子 

79
歳 

6
／
13 

紐
差
第
1

林　
　

ム
ラ 

100
歳 

6
／
14 

戸
石
川

前
田　

信
義 

67
歳 

6
／
14 

木
場

吉
永　

强 

64
歳 

6
／
14 

津
吉
元

栁
本　

冨
美
子 

85
歳 

6
／
15 

潮
の
浦

【
生
月
地
区
】

川
渕　

英
一 

83
歳 

5
／
23 

山
田

森　
　

フ
ネ 

98
歳 

6
／
7 

浦
北

北
村　

シ
ズ
エ 

89
歳 

6
／
7 

舘
浦
屋
敷

濵
田　

吉
三 

74
歳 

6
／
9 

浦
南

山
口　

夛
十
郎 

85
歳 

6
／
13 

御
崎

吉
田　

ア
イ 

97
歳 

6
／
15 

元
触

【
田
平
地
区
】

大
石　

ツ
ヤ 

85
歳 

5
／
26 

下
里

竹
元　

和
正 

62
歳 

5
／
31 

生
向

藤
澤　

春
子 

80
歳 

6
／
2 

坊
田

小
田　

宏 

81
歳 

6
／
3 

上
里

【
大
島
地
区
】

柴
山　

輝
雄 

65
歳 

5
／
16 

大
根
坂

中
倉　

光
慶 

79
歳 

5
／
20 

西
神
浦

岡
本　

竹
一
郎 

93
歳 

6
／
5 

前
平　
　

　
　
　
　
　
　

（
５
／
16
〜
６
／
15
受
付
分
）

　
ち　
ぎ
た 

あ
つ　
し 

ひ
ろ
ゆ
き

　
ち　

ば 

も　

も　

な 

ひ
ろ　
き

か
わ
か
み 

あ
や　
と 

と
し
の
り

よ
し
お
か 

ゆ
う　
と 

よ
し　
と

や
ま　
の 

ゆ
う
だ
い 

ひ
で
つ
ぐ

　
た　
な
か 

こ
う　
き 

ゆ
う　
や

か
ね
た
け 

め　

い 

と
お
る

に
し 

り
ゅ
う　

が 

た
く　
み

か
も
が
わ 

り
ょ
う 

け
い　
ご

よ
し　
だ 

あ
お　
い 

ゆ
う　
た

つ
じ 

い
ち　
か 

け
ん　
じ

し
ら
い
し 

は
や　
と 

か
ず
よ
し

わ
た
り
ぐ
ち 

し
ょ
う 

か
ず　
や

し
ら
か
わ 

な　

な 

た
か　
し

み
ぞ
ぐ
ち 

ゆ
う　
き 

な
る
ゆ
き

え
が
し
ら 

と　

も 

し
ゅ
ん
い
ち

は
や
し

あ
か　
ぎ 

ぐ
ん　
た　
ろ
う

さ
と
ざ
き

　
く　

ぼ

ぎ
ん
よ
し　
や

よ
し
な
が 

ひ
さ　
え

　
さ　

ざ 

み
の
る

ま
つ
ぐ
ち 

え
い
じ
ゅ
う

て
ら　
だ 

た
く
ぞ
う

た
け　
だ

お
お
い
し 

あ
き
み
つ

ま
つ
も
と 

ゆ
き
し
げ

も
も
さ
き

よ
し　
き 

ひ
ろ
つ
ぐ

つ
か
も
と

か
わ
ぐ
ち

ふ
る
か
わ 

ひ
ろ
し

あ
ゆ
か
わ 

と
ら　
お

か
わ
ぶ
ち 

よ
し
み
つ

　
き　
や
ま 

ひ
さ　
え

い
ま
む
ら 

え
い
す
け

ま
え　
だ

　
の　
む
ら

む
ら　
た

な
か　
せ

ま
つ
お
か 

ま
つ
じ
ゅ
う

　
ど　
ば
し

は
や
し

ま
え　
だ 

の
ぶ
よ
し

よ
し
な
が 

つ
よ
き

や
な
ぎ
も
と 

ふ　

み　

こ

か
わ
ぶ
ち 

え
い
い
ち

も
り

き
た
む
ら

は
ま　
だ 

き
ち
ぞ
う

や
ま
ぐ
ち 

た
じ
ゅ
う
ろ
う

よ
し　
だ

お
お
い
し

た
け
も
と 

か
ず
ま
さ

ふ
じ
さ
わ 

は
る　
こ

　
お　

だ 

ひ
ろ
し

し
ば
や
ま 

て
る　
お

な
か
く
ら 

こ
う
け
い

お
か
も
と 

た
け
い
ち
ろ
う


